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お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
被
害
拡
大
防
止

の
た
め
、
中
止
し
て
い
た
忘
年
会
・
新
年

会
を
4
年
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
。札
幌
、

仙
台
、
大
阪
、
名
古
屋
で
の
忘
年
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
地
域
の
利
用
者

の
皆
さ
ま
と
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
新
年
会
を
大
分
、
東
京
（
横
浜
）

で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ち

ら
も
本
当
に
楽
し
み
で
す
。
コ
ロ
ナ
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
感
染
症
が
ま
だ
流
行

し
て
い
ま
す
が
、
対
策
を
し
つ
つ
イ
ベ
ン

ト
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
『
生
前
契
約
』
と
い
う
り
す
シ
ス

テ
ム
の
活
動
が
『
高
齢
者
終
身
サ
ポ
ー
ト

事
業
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
業
務

内
容
の
基
準
と
な
る
べ
き
『
高
齢
者
等
終

身
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
が

昨
年
6
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
り
す
シ

ス
テ
ム
で
も
、
今
ま
で
作
っ
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
ル
ー
ル
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ

て
整
理
し
た
、
重
要
事
項
説
明
書
の
作
成

を
長
谷
川
弁
護
士
を
中
心
と
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
制
度
や
価
格
の
改
定
に
つ
い

て
の
作
業
も
、
い
よ
い
よ
終
盤
に
差
し
掛

か
っ
て
い
ま
す
。
り
す
シ
ス
テ
ム
の
運
営

を
安
定
さ
せ
、
組
織
を
永
続
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
改
定
で
す
。
改
定
内
容
に

つ
い
て
は
、
本
年
中
に
皆
さ
ま
に
ご
案
内

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
冬
、
都
内
の
中
学
校
に
通
う
2
年

生
、
14
歳
の
男
子
生
徒
さ
ん
か
ら
取
材
の

申
し
込
み
を
受
け
ま
し
た
。
社
会
科
の
授

業
で
「
高
齢
者
が
賃
貸
住
宅
を
利
用
し
難

い
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
調
べ
て
お
り
、
レ

ポ
ー
ト
を
書
く
に
あ
た
り
話
を
聞
き
た
い

と
い
う
も
の
で
し
た
。
今
で
は
数
多
く

な
っ
た
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
所
の
な

か
か
ら
、
り
す
シ
ス
テ
ム
を
選
ん
だ
の

は
「
30
年
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
と
、
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
て
良
さ
そ
う
だ
と
思
っ
た
か

ら
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

14
歳
と
い
う
若
い
人
に
り
す
シ
ス
テ
ム

新　年
年末年始のこの時期、「深雪の峠越え」を描くために連泊した奥信濃の茅葺民家が思

い出される。優しく燃える薪に癒された囲炉裏端。ふるまわれた地酒にほろ酔いまど

ろむうちに、年が改まった。

弁護士　福井大海

杉
山 
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
り
す
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テ
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2024 年度　社会 II二学期レポート
テーマ：高齢者が賃貸住宅を利用し難い問題について　
サブテーマ：身元引受 NPO から考える

序　論

　突然だが、皆さんは、高齢の方が賃貸住宅を借り難いという

話を聞いたことがあるだろうか？　私は、ある時、そのような

話を聞き、真偽やその理由等が気になり、興味が湧いた。そし

て、調べていくうちに、このテーマを書きたいと言う気持ちが

強まり、このレポートを書くこととした。住む場所は、「衣食住」

と、日常生活で大事なものの1つに挙げられるほどに重要なも

のである。そのようなものが損われていると言うのは重大な問

題であり、その上、高齢者の数は年々増えている。1980年か

ら比べると、2015年時点で約7倍となる。①そのような時代

だからこそこのテーマを求める意味はあるだろう。このレポー

トの概要としては、一章では、高齢者の方が不動産管理会社に

避けられているということをアンケート結果により統計的に示

す。そして、二章で、考えられる避けられる理由と避けられることを防ぐために必要なことを考える。三章

では、実際にある企業のサービスを利用し、防ぐための方法を提案する。

の
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
話
す
の
は
初
め
て
の
こ
と

で
、ど
う
説
明
し
た
ら
良
い
の
か
実
は
悩
ん
だ
の
で
す
が
、

ご
本
人
に
会
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
中
学
生
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
で
す
。
と
て
も
真
剣

に
テ
ー
マ
に
向
き
合
い
、
準
備
を
し
て
き
て
い
た
質
問
も

よ
く
考
え
ら
れ
た
も
の
で
、
本
当
に
感
心
し
ま
し
た
。
気

づ
け
ば
、
相
手
が
中
学
生
だ
と
い
う
こ
と
は
全
く
気
に
な

ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
レ
ポ
ー
ト
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
中
学
2
年
生
で
こ
の
よ
う
な
分
析
と
ま
と
め
が
で
き

る
な
ん
て
、
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。
ご
本
人
と
学
校
に

ご
了
承
い
た
だ
き
、
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。（
以
下
2
～
5
ペ
ー
ジ
）

　

現
在
中
学
２
年
生
の
彼
が
高
齢
者
と
い
わ
れ
る
年
齢
に

な
る
ま
で
あ
と
50
年
、
後
期
高
齢
者
に
な
る
の
は
さ
ら
に

10
年
後
、
２
０
８
５
年
で
す
。
私
た
ち
の
誰
も
こ
の
世
に

い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
は
彼
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
高
齢
者
が
賃
貸
住
宅
を
利
用
し
難
い
問
題
」
な
ど

は
問
題
に
な
る
こ
と
な
く
、
生
前
契
約
等
の
事
業
が
現
在

の
健
康
保
険
制
度
と
同
様
、
全
国
民
に
利
用
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
社
会
を
夢
見
て
、
今
年
も

一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

都内の中学 2 年生が、社会科の授業で研究テーマとして「高齢者が賃貸住宅を利用しにくい問題」に取
り組みました。彼が学校に提出したレポートを、ぜひ皆さんに読んでいただきたいと思い、学校のご了
承をいただき原文のまま掲載させていただきました。このレポートでは、取材を通じて彼が感じたことを、
自分の言葉で表現しています。中学生の率直な意見や表現のため、お読みになる方によっては少し強く
感じられる部分があるかもしれませんが、どうか温かい目でお読みいただければ幸いです。なお、〈資料１〉
～〈資料８〉は掲載しておりません。
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一章　高齢者の賃貸を借りるときに起こること

1 節　不動産会社の顧客アンケートからみる

　さて、まずはこちらの資料を見ていただきたい。〈資料１〉〈資料２〉〈資料３〉これらは、株式会社Ｒ

65不動産が行ったアンケートの結果である。〈資料１〉により、賃貸住宅を探した事のある65歳以上の方

の割合が35.7％いることがわかる。そして〈資料２〉より、その中でも全国で、年齢を理由に入居を断ら

れた経験のある人が26.8％、関東で32.2％、さらに詳しく内訳を調べると、全国では、一回断られた人が

44.8％で、五回以上断られたのが11.9％、関東では、一回断られた人が50.0％、五回以上断られた人が、

13.2％となり、高齢の方が断られる傾向は一地方などだけでの傾向ではなく、全国的な傾向であるとわかる。

そして、〈資料３〉より、年収200万円未満で入居を断られた経験のあるかたは27.7％、年収200万円以上

で入居を断られた経験のある方は、26.4％、そして、その中でも年収200万円未満で一回以上断られたこ

とのある方は45.7％、五回以上断られた経験のある方が13.0％、そして年収200万円以上で一回断られた

ことのある方が44.3％、五回以上断られた経験のある方が11.4％となっている。これから、やはり年収が

比較的高い方が断られ難い傾向にあるものの、これもまた劇的な変化が見られず、収入の差による違いもあ

まりなく、単純に年齢を原因に断られていると考えられる。

2 節　不動産会社の賃貸オーナーへのアンケートからみる

　次に、賃貸オーナー側へのアンケートを見ていく。〈資料４〉〈資料５〉これらは、株式会社Ｒ65不動産が行っ

た調査の結果で、〈資料４〉は賃貸オーナーたちに行った、現在、高齢者（65歳以上）を受け入れている

かというもの、〈資料５〉は不動産管理会社が管理している不動産のうち、「高齢者（65歳以上）が入居可

能な賃貸住宅」の割合について調べたものである。〈資料４〉においては、「積極的に受け入れている」が

19.0％、「どちらかと言えば受け入れている」が39.2％、「受け入れていない」が41.8％というような結果

となっている。そして、〈資料５〉では、全体において、「高齢者（65歳以上）が入居可能な賃貸住宅」が0％

である会社が25.7％、0％越え20％未満の会社が、28.9％となっており、その中でも、管理戸数3000戸未

満の会社では、0％の会社が30.5％、0％越え20％未満の会社が30.1％、管理戸数3000戸以上の会社では、

0％の会社が6.7％、0％越え20％未満の会社が23.9％となっている。これらの事柄から、高齢者（65歳以上）

を受け入れている物件はかなり少なく、特に、管理戸数が3000戸未満の会社では、全体の約6割が、高齢

者が入居可能な賃貸住宅の数が20％未満だということがわかる。

二章　考えられる現状の理由

1 節　なぜこれほどまでに避けられるのか

　では、高齢者の方がなぜこれほどまでに賃貸住宅を借りる際避けられるのか。それは、孤独死などに

よる遺品の整理や、事故物件化、場合によっては部屋の清掃などをしなければいけなくなるリスクがあ

るからであろう。警視庁は、令和6年上半期（1～ 6月）の間に一人暮らしの自宅で亡くなった65歳

以上の高齢者が28,330人確認されたと発表した。②これは今年初めて行われた調査であるが、このこ

とから、周囲に助けを求め難い状況の中で亡くなった方が半年で約3万人いたことがわかる。もしその

方が賃貸を借りられていて、そして身寄りもないということになったらどうなるのか。答えは賃貸オー

ナーが支払うことになるのである。③そして、払わなければいけいないお金は、遺品整理、遺体が腐敗

している場合は清掃代というものがある。〈資料６〉これは、それぞれにかかる費用の相場である。さら
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に、そのようなケースの際には、事故物件と化し、物件の価値が大幅に下落する可能性もある。人が亡

くなった不動産は死亡理由やその後の状態により心理的瑕疵（物件内で過去に人が亡くなったことに起

因し良好な住み心地が損なわれること）が生じ、宅建業者はそのことを買い主・借主に説明する義務が

あり④、その心理的瑕疵の基準は大まかに〈資料７〉のようなものであるが、〈資料８〉このようなケー

スでは「告知義務あり」の❸に当てはまるであろう。基本、そのような事故物件の値段は、周辺の家賃

相場よりも、20％～ 30％下がるという。⑤考えられる避けられやすい理由はこのようなものだろう。	

2 節　それを防ぐために必要なこと

　では、このように不動産管理会社に敬遠されるような事態を防ぐためにはどうすれば良いのだろう。私は、

連帯保証人、身元引受人を用意することを提案する。連帯保証人とは、契約などで定められる、契約をした

本人と同等の責任を求められ、主債務への追従性があるが、「催告・検索」への抗弁権を持たない人のこと

である。（ただし債務者の「債権」に関してもその権利を利用できる。）⑥身元引受人とは、「被用者が生ぜ

しめた損害は、その過失によると否とを問わず、すなわち被用者の不法行為や責務不履行によると否とを問

わず、すべて保証人が責任を負うと言う契約」を結んだ人のことである。ただしこれらは、「被用者の責務

の発生とは無関係に独立していて付従性がない」ため、保証ではなく、損害担保契約と呼ばれる。⑦これら

の人を用意することにより、賃貸側は、清掃代などを請求することができ、それにより、孤独死などをされ

た際にも、あまり損なしに現状復帰ができる。また、身元引受人などは、個人の遺品などの管理を任される

人のことである。これにより、遺品の処理費用などが必要なくなる。

三章　身元保証 NPO について

　では、親類などがおらず、連帯保証人や身元引受人などを頼めるような方がいないケースはどうすれば良

いのか。その際は、有料で身元保証をしてくれるNPO法人を利用すると良い。例として、「NPO法人りすシ

ステム」は、誕生から30年の歴史がある企業であり、申込金を払い、十分な判断力のある時にどんな時に

どんな支援が必要か書類を書いてあらかじめ決めておき、そして、葬儀の方法から、遺品の整理の希望、治

療の希望などを事細かに残しておき、顧客の意思を実行するという契約である「生前契約」を結ぶことによっ

て、連帯保証人と身元引受人、その両方の役割を担ってくれる。⑧さらに、「この会社ではセコムを利用者

の方全員に使ってもらうことにより、孤独死されるのを防ぎやすくし、反応がなくなったら、十二時間以内

に駆けつけるのですぐにお助けできる」と杉山氏は言う。⑧この企業は、サポートの提供自体を行い、預託

金の管理などは提携する別の会社がしていると言う企業体制なので、信頼のおける企業といえるであろう。

⑨

結論

　現在日本では、65歳以上になってから賃貸を探したことのある高齢の方が全体の三分の一ほどおり、そ

の中でも三割程が年齢を理由に断られたことがあるという。そして、不動産管理会社へのアンケートによっ

ても、約4、5割の会社が高齢者を受け入れてないという。そして、そこまで高齢者が避けられている理由

として、考えられるのは、入居者が孤独死をされてしまった際のリスクを考えている場合である。孤独死を

され、親類等もいないため連帯保証人や身元引受人などもいない場合は、遺体の処理や屍の状況次第での清

掃代、遺品の整理などたくさんのお金がかかり、かつ、心理的瑕疵が生じる恐れがあるため、そのことを説

明する義務が発生し、それにより事故物件として価値が20％～ 30％程下がる可能性がある。そして、連帯
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保証人などがおらず不動産管理会社に入居を断られるような状況を防ぐために、私は有料で身元保証などを

してくれるNPO法人を提案する。これを利用することにより、身寄りがない方でも、賃貸住宅を借りやす

くなるであろう。

〈注一覧〉

①	河合克義『老人に冷たい国・日本』光文社新書2015年pp.59 ～ 60

「 全 国で37,227件 の 孤 立死、65歳 以 上が28,330件 に 上 る」　https://www.pacola.co.jp/%E5%8

5%A8%E5%9B%BD%E3%81%A737227%E4%BB%B6%E3%81%AE%E5%AD%A4%E7%AB%8B%E

6%AD%BB%E3%80%8165%E6%AD%B3%E4%BB%A5%E4%B8%8A%E3%81%8C28330%E4%BB

%B6%E3%81%AB%E4%B8%8A%E3%82%8B/　PACOLA　最終閲覧日2024年11月21日

②	「賃貸で身寄りのない人がなくなったら。遺品整理は誰がする？」

https://www.k-clean.jp/column/20230317ihinneiri/　

関西クリーンサービス　最終閲覧日2024年11月21日

③	「どうなったら「事故物件」？　告白義務はいつまで？　策定されたガイドラインからポイントを解説」　

https://owners-style.net/article/detail/58152/　OWNER'S STYLE　最終閲覧日2024年11月21日

④	「事故物件の家賃はどのくらい安い？　価格相場や値上げの可能性と家賃交渉の方法を解説」
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⑤	幾代通、遠藤浩編、奥田昌道補訂『民法入門』［第6版］株式会社有斐閣2012年、pp.162 ～pp.163

⑥	同上書pp.164 ～pp.165

⑦	NPO法人りすシステム代表理事　杉山歩氏への取材内容による
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皆
様
、
新
し
い
年
を
ど
の
よ
う
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
も
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・

パ
レ
ス
チ
ナ
戦
争
と
い
う
大
き
な
戦
争
は
終
わ
ら
ず
年
を

越
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
正
月
元
旦
に
は
能
登
半
島
地
震
、
2
日
に
は

羽
田
空
港
の
飛
行
機
の
衝
突
事
故
と
い
う
大
災
害
の
発
生

で
、
厳
し
い
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
夏
の
暑

さ
は
格
別
で
、
人
の
体
温
を
超
え
る
日
が
続
き
、
苦
し
い

思
い
に
悩
ま
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ヤ
文
明
崩

壊
の
要
因
が
気
候
変
動
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
最
新
の
研

究
で
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
報
道
に
接
す
る
と
、
現
在
私

た
ち
人
間
が
謳
歌
し
て
い
る
近
代
文
明
も
終
末
の
兆
し
が

近
づ
い
て
い
る
の
で
は
…
…
と
想
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま

す
。

　

他
方
、
中
東
シ
リ
ア
で
は
親
子
2
代
に
わ
た
る
圧
制
を

強
い
た
ア
サ
ド
政
権
が
あ
っ
け
な
く
（
？
）
崩
壊
し
、
大

統
領
は
モ
ス
ク
ワ
に
亡
命
す
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
ま

し
た
。
シ
リ
ア
が
解
放
さ
れ
た
こ
と
は
ホ
ッ
と
す
る
出
来

事
で
し
た
が
、
新
し
い
平
和
で
自
由
な
国
づ
く
り
が
成
功

す
る
の
か
、予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

原
子
力
発
電
の
最
大
限
活
用
は
言
語
同
断

　

２
０
２
４
年
、
私
が
最
も
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
日
本
原

水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
（
被
団
協
）
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
広
島
・
長
崎
が
、
原
子
爆

弾
に
よ
る
爆
撃
を
受
け
て
か
ら
79
年
も
経
っ
て
か
ら
の
ノ

ー
ベ
ル
賞
と
は
遅
き
に
失
し
た
感
は
あ
り
ま
す
が
、
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
日
本
社
会
で
歓
喜
す
る
出
来
事
と
し
て

素
直
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
日
本
政
府
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参

加
し
な
い
ば
か
り
か
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
の
会
議
出
席
を

要
請
さ
れ
て
も
頑
な
に
応
じ
な
い
…
…
。
こ
れ
っ
て
何
で

し
ょ
う
か
ね
。

　

米
国
の
核
の
傘
に
守
ら
れ
て
い
る
の
で
、
核
禁
条
約
に

は
参
加
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
私
は
変
わ

り
者
で
生
涯
を
通
す
で
し
ょ
う
か
ら
突
飛
な
発
想
を
す
る

の
で
す
が
、
核
兵
器
が
な
く
な
れ
ば
、
核
の
傘
な
ど
無
用

の
長
物
じ
ゃ
な
い
か
…
…
と
考
え
る
の
で
す
。

　

２
０
２
４
年
12
月
18
日
付
東
京
新
聞
は
、
1
面
ト
ッ
プ

で
「
原
発
『
最
大
限
活
用
』
に
転
換
」「
廃
炉
分
新
設
を

認
め
る
」「
政
府
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
原
案
公
表
」

と
報
じ
ま
し
た
。
見
出
し
の
主
語
は
「
我
が
国
は
」
と
か

「
日
本
は
」
で
し
ょ
う
が
…
…
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
現
在
５
％
の
原
発
依
存
を
20
％
と
し

て
主
要
電
源
と
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
公
式
に
原
発
を
主
電
源
に
す
る
こ
と
を
、
国
の

方
針
に
す
る
と
は
、
私
は
怒
り
心
頭
で
す
。

　

同
じ
紙
面
に
、
日
本
原
子
力
文
化
財
団
に
よ
る
調
査
結

果
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
原
発
推
進
・
維
持
す
る
19
・
１

％
、
慎
重
・
反
対
46
・
７
％
。
こ
の
調
査
で
は
「
分
か
ら

な
い
」
が
29
・
5
％
あ
る
の
で
、
分
か
ら
な
い
を
除
外
し

賛
成
か
反
対
か
の
割
合
を
計
算
し
て
み
る
と
、反
対
71
％
、

賛
成
29
％
。
約
７
対
３
で
、
国
民
は
原
発
を
最
大
限
活
用

す
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
将
来

の
日
本
国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
原
発
を
「
最
大

限
活
用
」
と
は
、
言
語
道
断
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

下
世
話
な
考
え
方
で
す
が
「
手
前
の
橋
か
ら
渡
る
」
が

常
識
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て

の
順
番
が
違
い
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
２
０
２
４
年
11
月
1
日

現
在
２
万
５
６
１
０
人
の
避
難
者
が
我
が
家
に
戻
れ
な
い

惨
状
の
解
消
（
２
０
１
１
年
の
事
故
か
ら
13
年
以
上
経
っ

敗
戦
か
ら
80
年
の
今
年

こ
の
国
の
行
く
末
に
思
い
悩
む
こ
と

り
す
シ
ス
テ
ム　
創
始
者
　
松

島

如

戒
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て
い
る
の
に
…
…
）
が
最
優
先
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

原
子
炉
な
ど
の
冷
却
に
よ
り
生
じ
た
汚
染
さ
れ
処
理
さ

れ
た
「
処
理
水
」
は
膨
大
な
数
（
１
０
０
０
基
以
上
）
の

タ
ン
ク
で
保
管
さ
れ
、
そ
の
「
処
理
水
」
の
海
洋
放
出
の

方
針
が
決
ま
っ
た
の
が
２
０
２
１
年
で
す
が
、
あ
れ
や
こ

れ
や
の
障
害
に
よ
り
放
出
が
始
ま
っ
た
の
が
２
０
２
３
年

８
月
で
、
19
日
間
か
け
て
、
タ
ン
ク
10
基
分
７
７
８
８
ト

ン
（
全
体
の
１
％
）
を
放
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
30
～
40
年
間
か
け
て
放
出
す
る
こ
と

に
な
る
そ
う
で
す
。

　

た
だ
し
、
燃
料
デ
ブ
リ
の
「
完
全
除
去
は
期
限
未
定
」

と
な
れ
ば
、
燃
料
デ
ブ
リ
が
存
在
す
る
限
り
冷
却
水
が
出

続
け
る
。
デ
ブ
リ
に
水
を
か
け
れ
ば
、
そ
の
水
は
放
射
能

を
含
ん
だ
汚
染
水
。
こ
れ
を
処
理
し
た
水
を
処
理
水
と
言

う
そ
う
だ
け
ど
、
処
理
水
は
半
永
久
的
に
海
に
放
出
さ
れ

る
。
原
発
の
廃
炉
は
無
限
地
獄
と
い
う
ド
壺
に
は
ま
っ
て

い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

燃
料
デ
ブ
リ
の
除
去
不
可
能
で
は
な
い
か

　

デ
ブ
リ
と
は
な
に
か
。
ま
ず
、
語
源
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

「débris

」
と
広
辞
苑
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
来
登

山
用
語
で
そ
の
意
味
は
「
破
片
」。
こ
こ
か
ら
、
な
だ
れ

落
ち
て
積
も
っ
た
「
雪
塊
や
氷
塊
」
を
指
す
言
葉
を
、
原

発
事
故
に
よ
り
生
じ
て
い
る
核
燃
料
と
そ
の
周
囲
に
あ
る

構
造
物
が
混
じ
り
合
っ
た
塊
が
原
子
炉
の
中
や
、
原
子
炉

を
覆
っ
て
い
る
格
納
容
器
の
下
の
部
分
に
溜
ま
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
こ
の
デ
ブ
リ
が
推
定
８
８
０
ト
ン
に
も
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
燃
料
デ
ブ
リ
な
る
も
の
を
全

て
取
り
除
き
、
し
か
る
べ
き
所
に
捨
て
る
。
捨
て
る
と
い

っ
て
も
、
そ
う
簡
単
な
話
で
は
な
く
、
場
所
の
目
途
も
た

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

燃
料
デ
ブ
リ
は
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
で

す
が
、
普
通
に
原
発
を
稼
働
し
て
い
て
出
る
核
燃
料
の
燃

え
滓か
す

（
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
）
の
処
分
も
で
き
て
い

ま
せ
ん
。

　

思
い
お
こ
す
と
、
我
が
国
初
の
商
業
用
原
子
力
発
電
所

と
し
て
茨
城
県
東
海
村
に
建
設
稼
働
し
た
の
が
１
９
６
６

年
の
こ
と
。
１
９
６
６
年
と
言
え
ば
、
私
の
長
女
、
杉
山

歩
が
生
ま
れ
た
年
で
、
彼
女
は
現
在
58
歳
で
す
。
原
発
第

１
号
が
稼
働
し
た
の
が
同
年
で
、
何
か
を
燃
や
せ
ば
必
ず

燃
え
滓
が
で
る
。
そ
の
滓
も
猛
毒
で
、
人
が
20
秒
間
被
爆

す
れ
ば
死
に
至
る
と
い
う
も
の
だ
そ
う
で
す
。「
原
発
は

ト
イ
レ
の
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
揶
揄
さ
れ
ま
す
が
、
原

発
と
同
じ
年
に
生
ま
れ
た
娘
が
、
ト
イ
レ
の
な
い
住
居
で

58
年
間
も
生
活
を
強
い
ら
れ
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る

か
想
像
す
る
だ
け
で
も
身
の
毛
が
よ
だ
つ
で
は
な
い
で
す

か
。　

　

因
み
に
人
が
１
日
に
排
出
す
る
糞
尿
の
量
は
、
１
５
０

か
ら
２
０
０
グ
ラ
ム
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
か

ら
計
算
す
る
と
、
人
１
人
、
58
年
間
で
３
～
４
ト
ン
糞
尿

を
排
出
し
、
そ
れ
が
堆
積
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
ん

な
マ
ン
シ
ョ
ン
を
仮
に
販
売
し
た
と
し
て
も
誰
も
買
わ
な

い
で
し
ょ
う
し
、
そ
ん
な
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
業
者
が
い
た

ら
、
牢
獄
に
ぶ
ち
込
ま
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
だ
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
が
、
国
な
ど
、
つ
ま
り
国
家
が
主
導
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
な
れ
ば
、
誰
も
責
任
を
取
ら
ず
に
政
府
、
特
に

東
京
電
力
の
役
員
ら
は
、
の
う
の
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。

『
福
島
原
発
、
裁
か
れ
な
い
で
い
い
の
か
』

　

こ
の
タ
イ
ト
ル
の
本
が
朝
日
新
書
よ
り
２
０
１
５
年
に

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
著
者
は
公
証
人
と
し
て
生
前
契
約
の

公
正
証
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
古
川
元
晴
弁
護
士
と

日
本
大
学
の
船
山
泰
範
教
授
（
現
・
名
誉
教
授
）
の
共
著

に
よ
る
著
書
で
す
が
、
原
子
力
の
難
し
さ
、
さ
ら
に
倫
理

観
の
難
解
さ
を
捉
え
て
ス
ト
ン
と
胸
に
落
ち
、
こ
の
書
物

を
依
り
ど
こ
ろ
に
原
発
事
故
に
お
け
る
責
任
問
題
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
は
じ
め
に
」
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
人
災
な
の
に
裁

け
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
納
得
し
ま

し
た
。
確
か
に
国
会
の
事
故
調
査
委
員
会
は
「
こ
の
事
故

が
『
人
災
』
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
」
と
断
定
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
歴
代
お
よ
び
当
時
の
政
府
、
関
係
当
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局
、
東
京
電
力
に
対
し
「
人
々
の
命
と
社
会
を
守
る
と
い

う
責
任
感
の
欠
如
が
あ
っ
た
」と
ま
で
指
摘
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
事
故
原
因
に
係
わ
っ
た
人
や
組
織
は
し
か

る
べ
き
「
お
と
し
ま
え
」
を
つ
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

本
書
で
は
こ
う
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　

主
要
電
源
の
20
％
を
原
子
力
で
、
と
大
き
く
原
子
力
依

存
に
舵
を
切
っ
た
今
こ
そ
、
本
書
の
警
告
に
耳
を
傾
け
た

い
と
お
も
い
ま
す
。
以
下
、
私
の
独
断
で
本
書
を
抜
粋
し

読
者
の
皆
さ
ん
の
参
考
に
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
は
じ
め
に
「
人
災
」
な
の
に
裁
け
な
い
の
は
お
か
し
い

（
部
分
抜
粋
）

　
「
第
二
の
敗
戦
」
と
も
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
甚
大
な
事
故

で
あ
り
、
発
生
後
す
で
に
4
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
い
ま
だ
に
終
息
の
見
込
み
が
立
た
な
い
一
方
で
、

あ
た
か
も
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
原
発
再
稼
働

に
向
け
て
粛
々
と
事
態
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
も
う
一
度
同
じ
よ
う
な
原
発
事
故
が
起
き
た
ら
、
日

本
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。（
中
略
）

　

し
か
し
今
に
至
る
も
、
誰
も
、
政
治
上
、
行
政
上
の
み

な
ら
ず
、
刑
事
上
の
責
任
さ
え
問
わ
れ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
被
害
者
の
方
々
か
ら
は
、「
こ
れ
が
法
治
国

家
の
姿
な
の
か
」と
い
う
悲
痛
な
声
も
聞
か
れ
ま
す
。（
中

略
）

　

国
民
の
安
全
は
、
基
本
的
人
権
や
生
存
権
に
関
わ
る
こ

と
で
す
。「
法
」
に
よ
っ
て
確
実
に
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
で
す
。国
民
や
社
会
が
求
め
る
安
全
と
、「
法
」

が
守
ろ
う
と
す
る
安
全
と
の
間
に
「
乖か
い
り離
」
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
、
最
大
の
問
題
な
の
で
す
。

　

現
代
社
会
は
、
高
度
に
科
学
技
術
が
発
達
し
て
と
て
も

便
利
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
今
ま
で
に

起
き
た
こ
と
が
な
く
、
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
十
分
に
解

明
さ
れ
て
い
な
い
「
未
知
の
危
険
」
の
う
え
に
築
か
れ
た

「
危
険
社
会
」
で
も
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

　

原
発
は
ま
さ
に
、地
震
や
津
波
な
ど
の
「
未
知
の
危
険
」

の
う
え
に
築
か
れ
た
人
類
史
上
類
例
を
見
な
い
危
険
な
装

置
で
す
。
こ
の
た
び
の
原
発
事
故
が
「
人
災
」
と
さ
れ
る

の
も
、
そ
の
よ
う
な
危
険
に
対
し
、「
想
定
外
」
と
し
て

適
切
な
対
応
を
怠
っ
た
結
果
、
引
き
起
こ
さ
れ
た
事
故
だ

か
ら
で
す
。

　

刑
法
学
界
に
は
、
事
故
の
刑
事
責
任
に
つ
い
て
、
従
来

か
ら
の
二
つ
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
す
で
に
起
き
た
こ
と
が
あ
り
、
具
体
的
、
確

実
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
危
険
に
つ
い
て
の
み
、
責

任
を
問
え
る
と
す
る
考
え
方
で
す
（
具
体
的
予
見
可
能
性

説
）。

　

も
う
一
つ
は
、
今
ま
で
に
起
き
た
こ
と
が
な
く
、
ど
の

よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
発
生
す
る
の
か
が
確
実
に
は
分
か

っ
て
い
な
い
よ
う
な
「
未
知
の
危
険
」
で
あ
っ
て
も
、
起

き
る
可
能
性
が
合
理
的
に
予
測
さ
れ
る
危
険
に
つ
い
て

は
、
業
務
の
性
質
に
よ
っ
て
は
責
任
を
問
え
る
と
す
る
考

え
方
で
す
（
危
惧
感
説
。
合
理
的
危
険
説
と
も
い
う
）。

　

危
惧
感
説
で
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
た
び
の
原
発
事
故

の
責
任
は
問
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
、
我
が
国
の
刑
法
学
界
は
、
具
体
的
予
見
可
能
性
説
が

圧
倒
的
に
支
配
し
続
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
こ

と
が
、
国
や
事
業
者
な
ど
の
「
未
知
の
危
険
」
に
対
す
る

無
責
任
体
制
を
許
し
、
事
故
が
起
き
て
も
誰
も
責
任
を
問

わ
れ
な
い
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

　

具
体
的
予
見
可
能
説
が
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
現

状
は
、
は
た
し
て
現
代
の
人
権
尊
重
を
基
調
と
す
る
国
民

主
権
の
法
治
国
家
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

本
書
で
は
、
こ
の
た
び
の
原
発
事
故
に
関
し
て
、
国
や

東
京
電
力
に
課
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
刑
事
上
の
責
任
を
危

惧
感
説
に
よ
っ
て
解
明
し
、
危
惧
感
説
こ
そ
が
「
危
険
社

会
」
に
適
切
に
対
応
し
得
る
考
え
方
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

り
す
倶
楽
部
の
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の

本
を
改
め
て
読
み
返
し
ま
し
た
。
私
は
法
律
上
の
責
任
に

つ
い
て
「
具
体
的
予
見
可
能
性
説
」
か
「
合
理
的
危
険
説
」

に
つ
い
て
素
人
で
す
か
ら
説
明
で
き
ま
せ
ん
が
、
原
発
推

進
を
し
て
き
た
政
府
や
法
律
、
直
接
事
業
を
行
っ
て
甚
大

な
被
害
を
与
え
た
東
京
電
力
に
責
任
が
な
い
、
そ
ん
な
こ

と
あ
り
得
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

事
故
処
理
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か

　

２
０
２
４
年
3
月
4
日
付
け
東
京
新
聞
が
次
の
よ
う
に

8

第 326 号　2024･2025 年 12・1 月合併号



報
道
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
東
京
電
力
の
負
担
が
16
兆
円
超

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
済
む
と
は
恐
ら
く
誰
も
考
え
て

い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
東
京
電
力
の
経
営
、

電
気
料
金
の
決
め
方
は
、
一
般
社
会
の
常
識
で
は
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
「
総
括
原
価
方
式
」
と
い
う
も
の
で
す
。

簡
単
に
説
明
す
る
と
、
発
電
費
用
、
経
費
そ
し
て
電
気
を

家
庭
や
事
業
所
に
届
け
る
た
め
に
必
要
な
お
金
の
全
て
を

合
計
し
、
そ
の
合
計
額
に
会
社
の
利
益
を
上
乗
せ
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

し
か
し
２
０
１
６
年
の
小
売
り
全
面
自
由
化
に
よ
り
総

括
原
価
方
式
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
過
措
置
と
し
て

従
来
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
方
式
に
よ
り
売
値
（
消
費
者

の
支
払
う
電
気
料
金
）
は
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
処
理
の
負
担
金
を
16
兆
円
東
電
が
負
担
す
る

と
い
っ
て
も
「
賠
償
負
担
金
、
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
」
な

ど
の
名
目
で
全
て
の
国
民
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
電
気
は
ト
ラ
ッ
ク
、
貨
車

で
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
届
け
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
電
線

に
よ
り
消
費
者
に
届
く
も
の
で
す
。
そ
の
送
電
網
は
、
９

＋
１
（
※
補
足
）
電
力
会
社
が
所
有
し
て
お
り
、
こ
の
施

設
の
使
用
料
を
「
託
送
料
金
」
と
言
う
そ
う
で
、
こ
の
費

用
が
高
く
、
後
発
の
発
電
事
業
者
に
と
っ
て
大
き
な
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

※
補
足
「
９
＋
１
」
①
北
海
道
②
東
北
③
東
京
④
中

部
⑤
北
陸
⑥
関
西
⑦
中
国
⑧
四
国
⑨
九
州
の
９
電

力
会
社
。
沖
縄
電
力
で
10
の
電
力
会
社

電
気
の
自
給
自
足
体
制
の
確
立
を

　

そ
も
そ
も
送
電
施
設
は
電
力
会
社
固
有
の
資
産
で
は
な

く
、
国
民
が
等
し
く
負
担
す
る
電
気
料
金
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
所
有
し
管
理

し
使
用
収
益
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
国
民
共
有
の
財

産
と
し
て
強
制
的
に
買
い
上
げ
、
使
用
に
つ
い
て
は
第
3

セ
ク
タ
ー
に
よ
る
公
益
財
団
法
人
が
管
理
す
れ
ば
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
電
気
は
、
自
分
で
作
る
。
こ
れ
を

国
策
と
す
る
の
で
す
。

　

現
在
の
９
＋
１
電
力
会
社
は
、
送
電
施
設
を
売
っ
た
資

金
で
原
発
の
廃
炉
お
よ
び
事
故
処
理
費
用
基
金
を
設
立

し
、
こ
れ
か
ら
１
世
紀
近
く
の
時
間
を
要
す
る
か
も
し
れ

な
い
事
故
処
理
を
す
る
の
で
す
。

　

当
然
、
原
発
は
全
て
廃
炉
に
す
べ
き
で
す
。
そ
の
期
間

は
少
な
く
て
も
30
～
40
年
を
要
す
る
で
し
ょ
う
が
、
原
発

最
大
限
活
用
な
ど
と
い
う
悪
い
夢
か
ら
醒
め
、
現
行
の
９

＋
１
電
力
会
社
は
全
て
清
算
し
、
残
っ
た
資
産
は
全
て
廃

炉
基
金
に
積
み
立
て
て
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
発
電
専
門
会
社

と
し
て
機
能
さ
せ
れ
ば
、
国
民
は
自
分
で
電
気
を
作
り
、

足
り
な
い
電
力
は
安
い
発
電
会
社
か
ら
買
い
入
れ
、
国
民

1
人
ひ
と
り
が
国
債
な
ど
で
出
資
し
、
自
己
所
有
の
送
電

施
設
で
電
気
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

財
政
法
第
4
条
は
財
政
を
通
じ
て
戦
争
危
険
の
防
止
を
狙

い
と
し
て
い
る
法
律
で
あ
る
（
財
政
法
を
草
稿
し
た
平
井

平
治
氏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

　
『
財
政
法
逐
条
解
説
』
３
版
（
一
洋
社
、
１
９
４
９
年
）

平
井
平
治
著
と
い
う
書
物
を
探
し
て
い
た
ら
、
国
会
図
書

館
所
蔵
の
デ
ー
タ
を
頂
け
る
こ
と
が
分
か
り
、
昨
年
11
月

12
日
に
落
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
井
平
治
さ
ん
の
自
序
の
書
き
出
し
は
こ
う
で
す
。

　

最
後
の
帝
国
議
会
で
あ
る
第
九
十
二
回
議
会
で
、
成
立

し
た
憲
法
付
属
の
法
典
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
財
政
法
も
本

年
四
月
一
日
か
ら
法
律
で
愈い
よ
い
よ愈
施
行
せ
ら
れ
た
。
も
と
も

　政府は 2023 年末、東京電力福島第 1 原発事故の賠償など
にかかる費用の想定を約 2 兆円引き上げ、計約 23 兆 4000 億
円とした。事故から 13 年たっても原発では溶け落ちた核燃
料（デブリ）の取り出しめどが立たず、汚染水の発生も止め
られない。収束までの道筋が見えないまま、処理費用は膨ら
み続ける。想定には仮定や根拠に乏しい部分が多く、東電に
10 兆円単位の負担が可能なのかも不透明。国民負担が増大
していく恐れもある。

（東京新聞 2024年 3月 4日）
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と
私
は
財
政
法
規
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
本

法
の
立
案
に
多
少
参
画
し
、
又
意
見
を
求
め
ら
れ
た
と
い

う
因
縁
に
よ
っ
て
四
月
、
五
月
と
各
地
に
本
法
の
解
説
の

講
演
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
際
各
地
で
は
適
当

な
解
説
書
の
出
版
を
求
め
ら
れ
た
。
又
私
の
知
人
か
ら
も

本
法
解
説
書
の
出
版
を
し
き
り
に
勧
め
ら
れ
た
。（
中
略
）

私
に
は
憲
法
や
、
会
計
法
が
不
備
で
あ
っ
た
が
た
め
に
戦

争
が
計
画
さ
れ
た
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た

り
し
た
と
は
信
ぜ
ら
れ
な
い
。
や
は
り
戦
争
を
惹
起
し
た

の
は
人
で
あ
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
大
衆
を

こ
の
惨
め
な
生
活
に
突
き
落
と
し
た
の
も
人
で
あ
る
。
こ

う
考
え
て
く
る
と
如
何
に
民
主
的
な
憲
法
が
出
来
て
も
、

立
派
な
財
政
法
が
出
来
て
も
、
そ
の
運
用
に
人
を
得
な

か
っ
た
な
ら
ば
、
所い
わ
ゆ
る謂
、
猫
に
小
判
で
あ
っ
て
、
意
味
を

な
さ
な
い
。
況
い
わ
ん
や
こ
の
財
政
法
に
は
幾
多
の
抜
け
道
と
、

曖
昧
な
と
こ
ろ
の
あ
る
こ
と
は
本
文
で
指
摘
し
て
い
る
と

お
り
で
あ
る
。
従
っ
て
私
は
総
て
は
人
に
あ
る
と
信
じ
て

い
る
。
即
ち
民
主
的
な
人
に
よ
っ
て
民
主
的
に
運
用
せ
ら

れ
て
、
始
め
て
、
財
政
法
は
民
主
的
で
あ
る
と
い
い
得
る

の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
財
政
法
が
民
主
的
な
人
に
よ
っ
て

民
主
的
に
運
用
せ
ら
れ
て
、
こ
の
荒
廃
し
た
、
祖
国
を
再

建
し
、
国
民
大
衆
を
再
び
こ
の
よ
う
な
惨
め
な
生
活
の
淵

に
突
き
落
と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
念
願
す
る
。
こ
れ
が

脱
稿
直
後
の
私
の
偽
ら
ざ
る
感
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
序
文
か
ら
、
最
後
の
帝
国
議
会
で
あ
る
第
九
十
二

回
議
会
で
成
立
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
法
律
を
運
用
す
る
の

は
『
人
』
で
あ
り
、
人
を
介
さ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
い
く

ら
立
派
な
法
典
が
あ
っ
て
も
猫
に
小
判
で
あ
る
と
言
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
こ
ん
な
く
だ
り
も
あ
る
。「
立
派
な
人
に

よ
っ
て
民
主
的
に
運
用
さ
れ
て
、
こ
の
荒
廃
し
て
い
る
祖

国
を
再
建
し
、
国
民
大
衆
を
再
び
こ
の
よ
う
な
惨
め
な
生

活
の
淵
に
突
き
落
と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
念
願
す
る
。」

と
。

　

日
本
の
民
主
主
義
は
勝
ち
取
っ
た
も
の
で
な
い
の
は
明

ら
か
で
す
。
し
か
し
「
第
2
次
世
界
大
戦
と
い
う
戦
争
に

よ
り
３
０
０
万
人
、
否
そ
れ
以
上
の
国
民
の
生
命
の
犠
牲

と
引
き
替
え
に
日
本
国
民
が
享
受
し
た
」
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
平
井
さ
ん
の
序
文
の
中
に
も
そ
の
熱
い
思
い
が

に
じ
み
出
て
、
感
激
ひ
と
し
お
で
す
。

第
４
条
は
財
政
を
通
じ
戦
争
危
機
の
防
止
を
狙
っ
て
い
る

　

財
政
法
第
４
条
「
国
の
歳
出
は
、
公
債
又
は
借
入
金

以
外
の
歳
入
を
以
て
、
そ
の
財
源
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
但
し
、
公
共
事
業
費
、
出
資
金
及
び
貸
付
金
の

財
源
に
つ
い
て
は
、
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範

囲
内
で
、
公
債
を
発
行
し
又
は
借
入
金
を
な
す
こ
と

が
で
き
る
。
②
前
項
但
書
の
規
定
に
よ
り
公
債
を
発

行
し
又
は
借
入
金
を
な
す
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

償
還
の
計
画
を
国
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

③
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
事
業
費
の
範
囲
に
つ
い
て

は
、
毎
会
計
年
度
、
国
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」

　

財
政
法
４
条
第
２
項
で
す
が
、
但
し
書
き
で
国
会
の
承

認
を
得
れ
ば
、赤
字
公
債
の
発
行
が
認
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

財
政
法
は
、
財
政
規
律
の
厳
守
の
役
割
を
国
会
に
ゆ
だ

ね
た
の
で
す
が
、
我
が
国
は
議
院
内
閣
制
で
国
会
の
指
名

で
内
閣
総
理
大
臣
が
選
ば
れ
る
た
め
、
国
会
で
多
数
を
占

め
て
い
る
者
が
首
相
と
な
る
の
で
国
会
の
歯
止
め
が
効
か

な
い
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
先
の
総
選
挙
で
与
党
が
過
半
数
割
れ
し
て
い

る
現
在
の
国
会
で
は
、
赤
字
公
債
を
発
行
し
な
い
、
あ
る

い
は
減
額
す
る
と
い
う
こ
と
も
理
論
的
に
は
有
り
得
ま
す

が
現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

政
権
す
り
寄
り
の
野
党
・
国
民
民
主
党
は
、
赤
字
公
債

の
減
額
ど
こ
ろ
か
、
７
・
６
兆
円
の
財
源
を
要
す
る
減
税

策
な
ど
を
得
意
げ
に
宣
伝
し
、
先
の
選
挙
で
議
員
の
人
数

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
選
挙
で
手
取
り
を
増
や
そ
う
と
声

高
に
主
張
し
、
与
党
の
過
半
数
割
れ
を
手
玉
に
取
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

帝
国
憲
法
か
ら
民
主
憲
法
に
移
行
し
、
国
会
の
権
能
に

期
待
し
財
政
法
を
制
定
し
た
の
で
す
が
、
民
主
主
義
の
大

衆
迎
合
化
に
よ
り
、
国
会
は
無
力
と
な
り
、
今
や
国
・
地

方
合
わ
せ
て
、債
務
（
借
金
）
１
３
１
１
兆
円
（
２
０
２
４

年
6
月
末
現
在
）
と
い
う
莫
大
な
借
金
大
国
に
成
り
下

が
っ
て
い
る
の
で
す
。

償
還
計
画
の
ず
さ
ん
さ

　

財
政
法
４
条
但
し
書
き
で
は
、「
公
債
を
発
行
し
、
ま
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た
は
借
入
金
を
な
す
に
は
そ
の
償
還
計
画
を
国
会
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
与
党

多
数
の
国
会
で
は
、
有
名
無
実
で
す
。
公
債
や
借
入
金
の

返
済
方
法
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
は
、
国
民
に
知
ら
せ
る
た

め
の
報
道
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
は

全
く
不
明
で
す
。

平
井
平
治
さ
ん
は
財
政
法
４
条
の
解
説
を
次
の
よ
う
に
締

め
く
く
っ
て
い
る

　

戦
争
危
険
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
戦
争
と
公
債
が
如
何

に
密
接
不
離
の
関
係
に
あ
る
か
は
、
各
国
の
歴
史
を
ひ
も

と
く
ま
で
も
な
く
、
我
が
国
の
歴
史
を
観
て
も
公
債
な
く

し
て
戦
争
の
計
画
遂
行
の
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
察

す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
我
が
国
の
昭
和
７
年
度
以

来
の
公
債
を
仮
に
国
会
が
認
め
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
現
在
の
我
が
国
は
い
か
に
な
っ
て
い
た
か
い
わ
ず
し

て
明
ら
か
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
公
債
の
な
い
と
こ

ろ
に
戦
争
は
な
い
と
断
言
し
得
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
条
は
ま
た
憲
法
の
戦
争
放
棄
の
規
定
を
裏
書
保
証
せ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
い
い
得
る
。
然
し
な
が
ら
実
は

本
条
も
ま
た
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
既
に
現
在
に

お
い
て
も
他
の
法
律
に
よ
っ
て
幾
多
の
例
外
を
認
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
一
文
で
平
井
平
治
さ
ん
の
理
想
と
現
実
の
は
ざ
ま

の
苦
悩
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
、
現
在
の

政
治
に
携
わ
る
人
々
の
国
の
借
金
に
対
す
る
無
神
経
さ
に

怒
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

公
債
の
発
行
、
借
入
金
を
日
本
銀
行
に
引
き
受
け
さ
せ
て

は
な
ら
な
い

　

財
政
法
第
５
条
「
す
べ
て
、公
債
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

日
本
銀
行
に
こ
れ
を
引
き
受
け
さ
せ
、
又
、
借
入
金
の
借

入
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
か
ら
こ
れ
を
借
り
入
れ
て
は

な
ら
な
い
。
但
し
、特
別
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
の
範
囲
内
で
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。」

　

日
本
銀
行
は
発
券
、
お
札
を
印
刷
し
、
市
中
に
流
通
さ

せ
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
実
体
の
な
い
お
金
で

公
債
を
引
き
受
け
れ
ば
イ
ン
フ
レ
を
招
く
こ
と
に
な
る
の

で
財
政
法
５
条
は
こ
れ
を
禁
じ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で

も
国
会
の
承
認
が
あ
れ
ば
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
し
て

い
ま
す
。

　
『
財
政
法
逐
条
解
説
』で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

日
本
銀
行
引
受
に
よ
る
公
債
発
行
と
は
、
国
が
所
要
の

資
産
を
先
ず
日
本
銀
行
か
ら
公
債
を
発
行
し
て
借
入
れ
、

国
は
此
の
資
金
を
各
種
の
国
策
遂
行
に
よ
っ
て
放
出
し
、

此
の
資
金
が
国
民
に
撒
布
せ
ら
れ
て
か
ら
日
本
銀
行
は
前

に
引
受
け
た
公
債
を
売
出
す
。
こ
の
方
法
を
繰
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
国
は
巨
額
の
資
金
を
い
く
ら
で
も
得
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
方
法
が
も
と
も
と
公
債
の
応
募
資
力
の
な
い

と
こ
ろ
へ
先
に
資
金
を
撒
布
し
て
お
い
て
、
そ
れ
か
ら
公

債
を
所
有
さ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
不
健
全
で
あ
り
、
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
原
因
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う

し
て
又
こ
の
方
法
は
巨
額
の
資
金
を
得
る
の
に
極
め
て
便

宜
で
あ
る
。
今
日
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
原
因
の
一
つ

は
此
の
方
法
に
よ
っ
て
簡
易
に
、
而
も
不
健
全
に
巨
額
の

資
金
を
得
た
か
ら
で
も
あ
る
。
健
全
財
政
を
持
し
て
ゆ
く

上
か
ら
は
、
ど
う
し
て
も
此
の
方
法
を
禁
止
し
て
、
公
債

は
国
民
の
貯
蓄
資
金
よ
り
借
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
が
又
健

全
明
朗
な
る
国
民
生
活
の
樹
立
に
も
役
立
ち
う
る
も
の
で

あ
る
。

　

平
井
平
治
さ
ん
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
イ
ン
フ
レ

を
懸
念
し
て
い
る
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
約
10
年
間

で
イ
ン
フ
レ
は
生
じ
な
か
っ
た
が
、
財
政
規
律
は
デ

タ
ラ
メ
に
な
り
、
２
０
２
４
年
９
月
末
時
点
の
国

債
発
行
残
高
１
０
８
１
兆
４
９
４
６
億
円
の
う
ち

５
６
９
兆
３
３
０
６
億
円
、
つ
ま
り
は
52
・
６
％
を
日
本

銀
行
が
保
有
し
て
い
ま
す
。
平
井
平
治
さ
ん
は
天
国
か
ら

こ
の
状
況
を
ご
覧
に
な
っ
て
何
を
お
考
え
に
な
っ
て
お
ら

れ
る
か
…
…
。
宇
宙
電
話
で
も
か
け
て
お
聞
き
し
た
い
も

の
で
す
。

　

改
め
て
国
債
の
中
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
総
国

債
の
発
行
額
の
52
・
６
％
を
日
銀
が
保
有
し
て
お
り
、
残

り
の
５
１
２
兆
余
り
を
国
庫
以
外
か
ら
の
債
務
と
し
て

も
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
６
１
０
兆
円
）
比
92
％
、
５
６
９
兆

円
に
地
方
債
な
ど
１
８
３
兆
を
含
め
る
と
７
５
２
兆
円
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１
２
３
・
２
％
と
な
り
ま
す
。
Ｇ
７
各
国
と
の
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比
較
で
も
イ
タ
リ
ア
の
１
３
９
・
２
％
に
次
ぐ
第
２
位
の

借
金
大
国
と
な
り
ま
す
。
財
務
省
が
出
し
て
い
る
債
務
残

高
の
国
際
比
較
の
資
料
を
右
に
示
し
ま
す
。

国
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

国
と
地
方
自
治
体
、
つ
ま
り
税
金
な
ど
国
民
負
担
に

よ
っ
て
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金
が
ど
の
く
ら
い

あ
る
か
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
見
て
き
ま
し
た
。
ご
存
知
の

よ
う
に
借
金
は
右
側
（
貸
方
）、
資
産
は
左
側
（
借
方
）

で
一
般
的
に
は
表
記
し
ま
す
が
、
ど
ん
な
バ
ラ
ン
ス
に

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
4
年
度
（
令
和
5
年
3
月
末
）
の
決
算
が
令
和
6

年
3
月
26
日
付
で
財
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

に
は
一
般
会
計
の
他
、
本
来
国
が
す
る
べ
き
事
業
や
事
務

な
ど
を
行
う
独
立
行
政
法
人
な
ど
の
財
政
状
況
を
総
合
的

に
ま
と
め
た
も
の
を
「
連
結
財
務
書
類
」
と
言
い
ま
す
。

企
業
会
計
で
は
連
結
財
務
諸
表
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

前
書
き
に
こ
の
よ
う
な
解
説
が
あ
り
ま
す
。

　
「
連
結
財
務
書
類
」は
、国（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）と
、

国
の
業
務
と
関
連
す
る
事
務
・
事
業
を
行
っ
て
い
る
独
立

行
政
法
人
な
ど
の
財
務
状
況
を
一
体
的
に
わ
か
り
や
す
く

開
示
す
る
観
点
か
ら
「
国
の
財
務
書
類
（
一
般
会
計
・
特

別
会
計
）」
の
参
考
情
報
と
し
て
作
成
、
公
表
し
て
い
る
。

　

日
本
国
が
所
有
し
て
い
る
財
産
（
資
産
）
合
計
は
、
令

和
4
年
度
の
財
務
書
類
に
よ
る
と
、
９
６
２
・
7
兆
円
、

前
年
度
（
令
和
３
年
度
）
よ
り
19
・
9
兆
円
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
負
債
（
国
債
な
ど
の
借
金
）
は

１
５
４
４
・
5
兆
円
で
、
前
年
よ
り
借
金
は
30
・
1
兆
円

増
加
し
て
い
ま
す
。
資
産
額
か
ら
総
負
債
額
を
差
し
引
い

た
正
味
資
産
が
プ
ラ
ス
で
あ
る
よ
う
な
健
全
な
国
の
財
政

で
あ
れ
ば
財
産
が
残
る
の
で
す
が
、
日
本
国
は
世
界
に

名
だ
た
る
借
金
大
国
で
す
か
ら
、
負
債
つ
ま
り
借
金
が

５
８
１
・
8
兆
円
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
債
プ
ラ
ス
地
方
債
の
合
計
で
１
３
０
０
兆
円
超
の
借

金
は
、
国
が
破
産
し
た
場
合
、
霞
ヶ
関
の
庁
舎
や
建
物
・

イ
ン
フ
ラ
な
ど
公
共
資
産
の
全
て
を
売
っ
て
も
５
８
０
兆

を
超
え
る
借
金
が
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
は
素
人
で

す
が
、
素
人
が
考
え
て
も
全
て
の
財
産
が
帳
簿
価
格
で
売

れ
る
な
ん
て
こ
と
は
無
い
で
す
よ
ね
。

　

国
の
台
所
は
日
本
銀
行
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
の

で
、日
銀
の
決
算
書
（
令
和
5
年
度
版
）
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
わ
が
国
唯
一
の
中
央
銀
行
で
あ
る
日
銀
は
、
資
本
金

1
億
円
の
日
本
銀
行
法
に
よ
る
特
殊
法
人
で
政
府
機
関
や

株
式
会
社
で
な
い
そ
う
で
す
。
資
本
金
1
億
の
う
ち
55
％

（
５
５
０
０
万
円
）
以
上
は
国
が
出
資
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

日
銀
の
誕
生
は
１
８
８
２
年
（
明
治
15
年
）
当
初
は
条

例
で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
、
日
銀
法
と
い
う
法
律
が
制

定
さ
れ
、
１
９
９
７
年
（
平
成
9
年
）
に
は
、「
独
立
性
」

「
透
明
性
」
と
い
う
理
念
の
も
と
に
日
本
銀
行
法
は
全
面

改
正
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
役
員
は
総

裁
、
副
総
裁
の
ほ
か
、
審
議
委
員
、
監
事
、
理
事
、
参
与

な
ど
が
置
か
れ
て
お
り
、
株
式
会
社
で
な
い
こ
と
は
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
日
銀
は
、銀
行
券
を
発
行
す
る
こ
と
と
、

通
貨
及
び
金
融
の
調
節
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関

で
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

日
銀
の
当
期
の
経
営
状
態
に
つ
い
て
令
和
5
年
度

決
算
書
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
日
銀
の
総

資
産
残
高
は
７
５
６
兆
４
２
３
１
億
円
で
前
年
比

（出典：財務省ウェブサイト）
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21
兆
３
０
６
５
億
円
（
２
・
９
％
）
の
増
加
、
総
負
債

額
は
７
５
０
兆
５
８
７
４
億
円
で
21
兆
25
億
円
（
２
・

９
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。
日
銀
の
当
期
の
経
常
利
益
は

4
兆
６
３
９
９
億
円
で
前
年
比
1
兆
４
０
９
２
億
円
増
益

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

税
引
き
前
当
期
余
剰
3
兆
７
０
１
億
円
で
法
人
税
、

住
民
税
、
事
業
税
を
差
し
引
い
た
後
の
当
期
剰
余
金
は

2
兆
２
８
７
２
億
円
と
な
る
。
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
法
定
準
備
金
の
積
立
、
資
本
金
1
億
円
に
対
す
る

５
％
の
配
当
５
０
０
万
円
を
支
払
う
こ
と
と
し
、
残
額
の

2
兆
１
７
２
８
億
円
を
国
庫
に
納
付
、と
な
っ
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
国
債
を
日
銀
が
ど
の
く
ら
い
保
有
し
て
い
る
か

　

５
８
５
兆
６
１
６
８
億
円
の
国
債
を
日
銀
が
現
在
保
有

し
て
い
る
が
、
財
政
法
上
は
い
か
が
な
も
の
か
。

　

日
銀
の
最
大
の
目
的
で
あ
る
お
札
の
発
行
状
況
は
ど

う
か
。
期
末
残
高
１
２
０
兆
８
７
９
８
億
円
分
の
お
札

が
流
通
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
銀
は
主
と
し

て
銀
行
に
お
金
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
貸
出
し

残
高
は
１
０
７
兆
９
０
７
９
億
円
で
前
年
度
末
よ
り
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兆
４
６
８
１
億
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
正
月
号
な
の
で
、
国
の
台
所
事
情
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
に
公
表
さ
れ
て
い
る
資
料
に
よ
り
説
明
し
ま
し
た

が
、
逆
さ
に
振
っ
て
も
な
ん
と
抗
弁
し
よ
う
と
、
国
民
一

人
一
人
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金
が
、
名
目

５
８
１
・
６
兆
円
あ
り
、
資
産
で
処
分
で
き
な
い
も
の
も

あ
る
の
で
、
我
が
国
が
借
金
大
国
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
の
で
す
。

国
会
議
員
の
最
大
の
職
責
は
、
国
の
借
金
に
対
す
る
責
任

　

正
月
早
々
の
り
す
倶
楽
部
で
国
の
財
政
に
つ
い
て
調
べ

な
が
ら
、
財
政
法
を
起
案
し
た
平
井
平
治
さ
ん
の
著
書
を

底
本
に
し
て
、
財
政
の
素
人
の
私
が
敢
え
て
財
政
に
つ
い

て
の
駄
文
を
綴
っ
た
の
は
、
世
の
中
全
体
、
特
に
国
の
財

政
に
長
期
的
責
任
を
負
う
べ
き
国
会
議
員
の
怠
慢
さ
に
業

を
煮
や
し
た
か
ら
で
す
。

　

先
の
総
選
挙
で
自
民
・
公
明
の
与
党
が
過
半
数
割
れ
し

て
、
野
党
全
て
の
議
席
数
が
与
党
を
上
回
っ
た
の
で
、
国

会
が
国
会
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
を
私
は
期
待

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
国
の
借
金
問
題

で
は
主
要
野
党
3
党
の
全
て
が
国
債
つ
ま
り
借
金
で
賄
う

施
策
を
提
言
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
ず
前
段
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
国
民
民
主
党
は
７
・

６
兆
円
も
税
収
が
減
る
だ
ろ
う
と
計
算
さ
れ
て
い
る
、
課

税
最
低
額
の
大
幅
引
き
上
げ
と
し
て
１
７
８
万
円
ま
で
の

所
得
全
て
に
課
税
し
な
い
と
い
う
政
策
で
す
。
７
・
６
兆

円
と
言
え
ば
、
防
衛
費
の
8
・
6
兆
円
、
公
共
事
業
費
が

6
・
8
兆
円
な
の
で
、
防
衛
費
を
７
・
６
兆
円
減
額
し
て
、

課
税
最
低
額
１
７
８
万
円
な
ら
私
は
大
賛
成
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
「
減
税
分
の
穴
埋
め
の
財
源
は
政
権
党
が
考

え
れ
ば
良
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
財
源
を
考
え
な
い
ま
ま

減
税
を
提
案
す
る
の
は
無
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
会
議
員
一
人
一
人
が
公
債
の
発
行
、
返
還
の
責
任
が
財

政
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
財
務
省
の
官
僚
出
身

の
党
首
が
知
ら
な
い
こ
と
は
、
あ
り
得
な
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
維
新
の
会
の
教
育
無
償
化
、
立
憲
民
主
党
の
能
登

半
島
地
震
の
復
興
財
源
と
し
て
積
み
増
す
こ
と
、
国
民
民

主
党
に
比
べ
れ
ば
、
桁
違
い
に
小
額
で
す
が
、
こ
れ
を
実

現
す
る
と
な
れ
ば
国
の
借
金
は
増
え
ま
す
。

　

教
育
無
償
化
は
絶
対
に
必
要
で
す
か
ら
、
教
育
無
償
化

の
財
源
と
し
て
法
人
税
に
一
定
割
合
の
付
加
税
を
導
入
し

ま
す
。
ま
た
、
能
登
地
域
の
復
興
財
源
と
し
て
も
、
復
興

税
が
必
要
で
す
。
現
在
、
個
人
所
得
に
は
２
０
３
７
年
ま

で
「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
所
得
税
」
と
し
て
課
税
所

得
額
の
2
・
１
％
が
加
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
10
万

円
の
講
師
謝
礼
に
は
、
２
・
１
％
に
あ
た
る
２
１
０
０
円

が
す
で
に
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
法
人
所
得
に
対

す
る
「
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
法
人
税
」
は
、
税
率
も

10
％
と
高
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
既
に
課
税
期
間
を
終
了

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
能
登
大
地
震
の
復
興
財
源
と

し
て
、
個
人
所
得
税
と
同
様
の
2
・
１
％
を
法
人
税
に
加

算
し
、
２
０
３
４
年
ま
で
の
10
年
間
課
税
す
る
仕
組
み
が

現
実
的
で
す
。
こ
ん
な
提
案
が
な
ぜ
立
憲
民
主
党
に
は
で

き
な
い
の
か
、
非
常
に
残
念
で
す
。

国
会
議
員
に
は
国
債
発
行
の
責
任
が
あ
る

　

国
会
議
員
に
立
候
補
す
る
人
に
は
、
立
候
補
説
明
会
で

財
政
法
と
そ
の
解
説
「
立
候
補
し
よ
う
と
し
て
い
る
あ
な
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た
に
は
国
会
議
員
に
な
れ
ば
、
赤
字
国
債
発
行
の
責
任
が

生
じ
ま
す
」
と
次
の
よ
う
な
文
書
を
渡
す
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
「
２
０
２
４
年
度
末
現
在
１
３
０
０
兆
円
以
上
の
国
の

借
金
が
あ
る
。
赤
字
国
債
は
じ
め
、
国
が
借
金
を
す
る
場

合
は
必
ず
、
衆
参
両
院
の
承
認
が
必
要
で
、
歴
代
の
先
輩

議
員
は
唯
々
諾
々
と
承
認
し
て
き
た
結
果
、
返
還
不
能
と

も
い
え
る
借
金
を
す
る
こ
と
を
国
会
が
承
認
し
て
き
た
大

罪
が
あ
る
。
あ
な
た
も
国
会
議
員
に
な
れ
ば
、
文
字
通
り

の
負
の
財
産
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
承
知
で

立
候
補
し
て
く
だ
さ
い
」

　

古
参
議
員
に
は
「
当
然
ご
承
知
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
か

ら
開
か
れ
る
国
会
で
は
国
の
財
政
に
心
し
て
審
議
に
当

た
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
書
面
を
議
員
に
立
候
補
し
よ

う
と
志
す
人
全
員
に
渡
す
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

国
会
議
員
に
な
っ
た
ら
他
人
の
金
で
選
挙
区
内
の
道
路

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
で
き
る
権
利
が
あ
る
、
と
い
っ

た
考
え
の
議
員
が
多
い
こ
と
を
、
た
だ
た
だ
情
け
な
い
思

い
で
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。

ひ
孫
の
生
き
る
21
世
紀
後
半
の
地
球
ど
う
な
る

　

２
０
２
３
年
4
月
に
、
私
と
一
番
気
の
合
う
孫
が
ひ
孫

を
産
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
彩
玖
（
さ
く
）
と
名
付
け
ま
し

た
。
こ
の
子
が
77
歳
に
な
れ
ば
22
世
紀
入
り
し
ま
す
。

　

将
来
予
測
と
し
て
、
最
も
確
率
の
高
い
の
は
「
地
球
と
い

う
星
の
滅
亡
か
…
…
」
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

シ
ナ
リ
オ
の
も
と
で
、
日
本
人
も
日
本
と
い
う
国
も
問
題
山

積
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
あ
の
無
残
な
戦
争
に
負
け
た
の
は
、
１
９
４
５

年
の
こ
と
で
22
世
紀
ま
で
約
１
・
５
世
紀
で
し
た
。

２
０
２
５
年
は
そ
の
折
返
し
点
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の

国
、
日
本
は
戦
争
で
焼
け
野
原
と
な
っ
た
国
土
を
復
興
し
、

経
済
で
も
米
国
に
次
ぐ
世
界
第
2
位
の
地
位
を
占
め
、
国

民
は
格
差
を
抱
え
な
が
ら
も
「
総
中
流
社
会
」
と
、
世
界

か
ら
評
価
さ
れ
る
ま
で
に
発
展
し
、
今
日
ま
さ
に
折
り
返

し
地
点
に
位
置
し
、
全
て
の
面
で
こ
の
国
は
凋
落
の
一
途

を
辿
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
の
経
験
か
ら
、
戦
争
を
し
な

い
平
和
で
豊
か
な
国
づ
く
り
に
国
民
が
邁
進
し
た
成
果
で

あ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

未
だ
に
独
立
で
き
て
い
な
い
日
本

　

た
だ
し
、
日
本
と
い
う
国
は
、
未
だ
に
先
の
大
戦
の
戦

勝
国
、
米
国
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
第
２
の
占
領
状
態
が

続
い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
の
象
徴
は
沖
縄
で
す
。

そ
し
て
日
本
列
島
の
沖
縄
化
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
こ
と

を
私
は
肌
で
感
じ
、
悩
ん
で
い
ま
す
。
皮
肉
と
言
え
ば
皮

肉
、
世
の
摂
理
と
言
え
ば
そ
れ
も
そ
う
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
国
に
生
き
て
い
る
私
に
と
っ
て
悔
し
い
の
は
、
多

数
派
の
日
本
人
が
１
９
４
５
年
に
両
手
を
挙
げ
て
降
参
し

て
か
ら
、
今
年
で
80
年
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国

に
よ
る
支
配
的
状
況
を
よ
し
と
す
る
世
論
が
主
流
派
で
あ

る
こ
と
で
す
。

　

数
え
上
げ
れ
ば
キ
リ
が
無
い
の
で
す
が
、
そ
の
最
た
る

こ
と
は
民
主
党
政
権
時
代
の
鳩
山
元
総
理
の
「
沖
縄
県
の

米
軍
基
地
は
、
最
低
で
も
県
外
、
で
き
れ
ば
国
外
」
発
言

に
対
し
、
メ
デ
ィ
ア
を
始
め
大
多
数
の
日
本
人
が
大
バ
ッ

シ
ン
グ
し
た
こ
と
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
発
言
を
撤
回
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と

に
対
し
て
、
私
自
身
も
声
を
上
げ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
今

に
至
る
も
忸じ
く
じ怩
た
る
思
い
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
ま
す
。
娘

に
り
す
シ
ス
テ
ム
の
代
表
を
譲
っ
た
頃
で
、
同
調
圧
力
に

忖
度
し
た
こ
と
へ
の
猛
省
で
す
。

　

当
の
米
国
は
直
接
的
に
何
か
発
言
し
た
と
い
う
報
道
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
田
中
角
栄
元
総
理
以
来
の
物
を

言
う
総
理
の
出
現
に
脅
威
を
感
じ
た
の
は
当
然
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
沖
縄
の
日
本
へ
の
返
還
の
代
償
と
し
て
核

持
ち
込
み
の
密
約
を
当
時
の
佐
藤
総
理
が
受
け
入
れ
た
か

ら
こ
そ
の
沖
縄
返
還
で
し
た
。
核
持
ち
込
み
の
密
約
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
機
密
文
書
の
公
開
で
そ
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
半
世
紀
に
亘
っ
て
沖
縄

の
人
々
を
日
本
政
府
は
騙
し
続
け
た
の
で
す
。

　

沖
縄
や
鹿
児
島
県
の
島
々
の
軍
事
基
地
化
も
加
速
し
て

い
ま
す
。

　

お
題
目
は
「
台
湾
有
事
」
に
備
え
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

ミ
サ
イ
ル
の
持
ち
込
み
や
有
事
の
際
の
本
土
へ
の
避
難
な

ど
、
先
の
大
戦
時
の
竹
槍
訓
練
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
行
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わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
何
と
も
論
評
の
し
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

私
の
信
条
は
、
憲
法
前
文
9
条
な
ど
に
基
づ
く
「
非
武

装
中
立
」
の
立
場
か
ら
は
、
台
湾
有
事
は
米
国
、
日
本
政

府
、
台
湾
が
日
本
を
巻
き
込
む
意
図
が
な
け
れ
ば
現
実
の

も
の
と
は
な
り
得
な
い
の
で
す
。

　

何
故
な
ら
ば
、
米
国
も
日
本
も
、
そ
し
て
世
界
中
の
主

要
な
多
数
の
国
が
、
一
つ
の
中
国
つ
ま
り
「
中
華
人
民
共

和
国
」
を
中
国
と
し
て
承
認
し
、
日
中
、
米
中
関
係
を
確

立
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
仮
に
、
中
国
が

台
湾
の
統
一
を
強
行
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
中
国
の
国

内
問
題
で
あ
っ
て
、
国
際
問
題
化
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
の
が
、
私
の
考
え
で
す
。

　

中
台
関
係
に
首
を
突
っ
込
め
ば
、
日
中
関
係
の
崩
壊
ま
で

視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
米
国
か
ら
何
と
言
わ

れ
よ
う
と
も
、
日
本
の
基
地
か
ら
紛
争
地
へ
の
戦
闘
機
の
発

着
、
自
衛
隊
員
の
派
遣
な
ど
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
向
き
合
い
方

　

い
よ
い
よ
、
2
期
目
の
ト
ラ
ン
プ
時
代
が
や
っ
て
き
ま

す
。
就
任
式
前
に
臣
下
の
礼
を
取
る
た
め
石
破
総
理
は
ア

メ
リ
カ
に
出
向
く
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
真
実

は
ど
ち
ら
の
都
合
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
出
向
く
こ
と
は

な
く
な
っ
た
と
今
朝
（
12
月
31
日
）
の
朝
日
新
聞
朝
刊
が

報
じ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
日
米
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
私

が
日
本
の
総
理
で
あ
れ
ば
、ど
う
す
る
か
を
考
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
夢
を
見
ま
し
た
。

１
．
貴
国
と
の
戦
争
に
敗
れ
、
戦
後
、
貴
国
に
は
被
占
領

国
と
し
て
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

２
．
今
年
で
戦
後
80
年
に
な
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
我
が

国
は
貴
国
の
庇
護
の
下
か
ら
独
立
し
た
い
。
つ
い
て

は
軍
事
同
盟
で
あ
る
「
日
米
安
全
保
障
条
約
」
を
「
日

米
相
互
不
可
侵
友
好
平
和
条
約
」
へ
と
改
め
る
た
め

の
交
渉
に
入
り
た
い
。
条
約
の
終
了
通
告
は
1
年
前

で
あ
る
が
、
本
条
約
の
更
改
に
つ
い
て
は
、
３
～
５

年
く
ら
い
の
期
間
を
も
う
け
、
日
米
の
友
好
親
善
が

よ
り
促
進
さ
れ
る
よ
う
時
間
を
か
け
て
準
備
し
た
い
。

３
．
貴
国
の
指
導
に
よ
り
、
我
が
国
は
戦
争
放
棄
を
掲
げ

た
憲
法
を
78
年
に
亘
っ
て
改
憲
を
唱
え
る
勢
力
の
指

弾
を
受
け
つ
つ
も
、
か
ろ
う
じ
て
堅
持
し
て
き
た
。

４
．
我
が
国
の
人
口
も
今
後
減
少
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
拡
大
は

望
め
ず
、
国
の
借
金
は
１
３
０
０
兆
円
を
超
え
、
高

齢
化
社
会
に
必
要
な
予
算
も
増
大
し
、
軍
事
費
の
負

担
に
は
対
応
で
き
な
い
の
で
、
憲
法
の
規
定
に
従
い
、

軍
事
施
設
を
完
全
放
棄
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

５
．
今
や
地
球
温
暖
化
、
気
候
変
動
な
ど
様
々
な
要
因
に

よ
り
、
地
球
と
い
う
星
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
に

至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
人
と
人

同
士
が
殺
し
合
う
戦
争
を
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
と

日
本
国
民
は
決
断
す
る
。
戦
争
が
な
け
れ
ば
軍
事
同

盟
は
不
要
と
な
る
の
で
、
貴
国
と
我
が
国
は
率
先
垂

範
し
て
、
日
本
国
憲
法
制
定
時
の
原
点
に
立
ち
戻
る

こ
と
に
し
た
い
。

６
．
基
本
的
条
件

①
貴
国
と
の
通
商
友
好
親
善
を
最
優
先
す
る
こ
と

②
近
隣
諸
国
と
の
軍
事
同
盟
は
絶
対
に
締
結
せ
ず
、
相
互

不
可
侵
条
約
、
親
善
平
和
条
約
を
近
隣
諸
国
と
個
別

に
締
結
す
る

③
日
米
の
経
済
、
文
化
、
芸
術
な
ど
の
交
流
を
い
っ
そ
う

活
発
化
す
る
。

④
我
が
国
に
在
す
る
貴
国
の
軍
事
施
設
な
ど
は
5
年
以
内

に
全
て
撤
去
す
る
。

⑤
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
米
安
全
保
障
条
約
に
基
づ
く

相
互
の
権
利
お
よ
び
義
務
の
全
て
を
解
消
す
る

⑥
我
が
国
の
自
衛
隊
は
解
体
し
、「
国
民
安
全
支
援
隊
（
仮

称
）」
を
構
成
し
、守
る
べ
き
は
国
民
一
人
一
人
で
あ
っ

て
、
国
・
政
府
は
そ
の
地
に
在
す
る
「
人
」
を
守
る

こ
と
を
国
是
と
す
る
。

　

以
上
は
、
如
戒
の
初
夢
で
す
が
、
是
非
憲
法
を
護
り
、

他
国
と
の
争
い
は
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
、
国
民
一

人
一
人
が
誓
う
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

我
が
国
の
政
府
、
多
く
の
政
党
、
メ
デ
ィ
ア
、
経
済
界

な
ど
、所
詮
夢
の
話
だ
ろ
う
、と
一
笑
に
付
さ
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
私
は
正
気
で
す
。
こ
の
夢
が
現
実
に
な
る
こ
と
が

先
か
、
地
球
と
い
う
星
が
消
滅
す
る
の
が
先
か
、
の
瀬
戸

際
に
た
っ
て
い
る
と
い
う
価
値
観
を
日
本
国
民
で
共
有
し

よ
う
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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正
月
明
け
の
７
日
、
七
草
粥
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
に
使
わ
れ
る
７
種
類
の
若
菜
は
、セ
リ
、ナ
ズ
ナ
、

ゴ
ギ
ョ
ウ
、
ハ
コ
ベ
ラ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
ス
ズ
ナ
、
ス
ズ

シ
ロ
、
こ
れ
に
加
え
て
、「
こ
れ
ぞ
な
な
く
さ
」
と
和
歌

の
形
式
に
整
え
ら
れ
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
光
孝
天
皇
御

製
「
き
み
が
た
め
春
の
野
に
い
で
て
わ
か
な
つ
む
我
が
衣

手
に
雪
は
ふ
り
つ
つ
」（『
古
今
集
』
春
・
21
）
は
春
浅
い

時
期
の
若
菜
摘
み
を
見
事
に
歌
い
込
ん
で
い
ま
す
。

　

御
伽
草
子
に
あ
る
七
草
草
紙

　

岩
波
文
庫
の『
御
伽
草
子
』上
巻
１
７
２
ペ
ー
ジ
の「
七

草
草
紙
」
の
項
に
は
、「
そ
も
そ
も
正
月
七
日
に
、
野
に

出
て
、
七
草
を
つ
み
て
、
み
か
ど
に
供
御
に
そ
な
ふ
る
と

い
ふ
由
来
を
尋
ね
る
に
」か
ら
始
ま
る
物
語
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
意
は
、「
も
ろ
こ
し
の
楚
国
の
傍
に
、
大
し
う
と

い
う
若
者
が
あ
り
、
１
０
０
歳
を
超
え
る
両
親
の
衰
え
た

老
体
を
嘆
き
、
再
び
若
く
、
元
気
な
姿
に
し
た
い
と
山
に

篭
り
て
祈
願
の
結
果
、
帝
釈
天
王
が
天
下
り
、
白
鵞
鳥
と

い
う
鳥
に
あ
や
か
っ
て
、
こ
の
鳥
は
春
の
初
め
の
ご
と
、

七
色
の
草
を
集
め
て
服
す
る
故
に
、
長
生
す
る
な
り
。
白

鵞
鳥
の
命
を
、
汝
が
親
の
命
に
転
じ
か
え
て
取
ら
せ
ん
。

七
色
の
草
を
集
め
て
、
柳
の
木
の
盤
に
の
せ
て
、
玉
椿
の

枝
に
て
、
正
月
六
日
の
酉
の
時
よ
り
始
め
て
、
こ
の
草
を

打
つ
べ
し
。
酉
の
時
に
は
、
芹
（
セ
リ
）
と
い
う
草
を
打

つ
べ
し
、
戌
の
時
に
は
、
薺
（
ナ
ズ
ナ
）
と
い
う
草
を
打

ち
、
亥
の
時
に
は
、
御
形
（
ホ
ウ
コ
グ
サ
）
と
い
う
草
、

子
の
時
に
は
、
タ
ビ
ラ
コ
と
い
う
草
、
丑
の
時
に
は
、
ホ

ト
ケ
ノ
ザ
（
仏
の
座
）
と
い
う
草
、
寅
の
時
に
は
、
ス
ズ

ナ
（
カ
ブ
）
と
い
う
草
。
卯
の
時
に
は
、
ス
ズ
シ
ロ
（
ダ

イ
コ
ン
）
と
い
う
草
、
辰
の
時
に
は
、
七
色
の
草
を
合
わ

せ
て
、
東
の
方
よ
り
、
祝
い
の
水
を
結
び
あ
げ
て
、
若
水

と
名
づ
け
、
此
水
に
て
、
白し
ろ
が
ち
ょ
う

鵞
鳥
の
渡
ら
ぬ
さ
き
に
服
す

る
な
ら
ば
、
一
時
に
10
年
づ
つ
の
齢
を
経
か
へ
り
と
教
え

ら
れ
、
大
し
う
試
し
た
と
こ
ろ
二
人
の
親
は
、
忽
ち
に
若

返
り
、
大
し
う
こ
れ
を
見
て
喜
ぶ
こ
と
限
り
な
し
。
七
草

を
正
月
七
日
に
み
か
ど
へ
供
ふ
る
事
は
、
こ
の
時
よ
り
始

ま
れ
り
。
ま
た
、
若
菜
、
若
水
な
ど
と
い
ふ
こ
と
も
、
こ

の
い
わ
れ
な
る
べ
し
」。
ま
と
め
の
部
分
は
、
大
し
う
の

親
孝
行
へ
の
褒
美
と
し
て
、い
わ
れ
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
七
草
打
ち
の
意
味
は
、
ま
な
板
の
上
に
な
ら
べ

た
七
草
を
順
に
、
包
丁
、
す
り
こ
ぎ
な
ど
で
た
た
き
な
が

ら
料
理
す
る
様
で
、
こ
の
時
「
七
草
な
ず
な
唐
土
の
鳥
も

日
本
の
鳥
も
渡
ら
ぬ
先
に
…
…
」
と
囃
す
。
こ
の
囃
し
言

葉
も
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

牧
野
富
太
郎
も
「
春
の
七
草
を
、
調
理
し
て
自
家
で
味

合
う
の
は
、
一ひ
と
し
お入
の
趣
味
を
覚
え
る
。
知
り
合
い
二
、三

人
で
も
、
四
、五
人
で
も
七
草
採
集
に
出
か
け
る
の
は
、

こ
の
上
も
な
い
楽
し
み
で
在
る
。
そ
し
て
、
其
採
っ
て
き

た
品
を
ば
、
一
々
点
検
し
て
、
そ
の
知
識
を
学
び
得
る
こ

と
は
「
春
の
初
め
の
行
事
」
と
し
て
大
い
に
意
義
が
在

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
牧
野
植
物
同
好
会
で
も
つ
い
最
近

ま
で
、
一
月
の
例
会
で
七
草
摘
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
多
く
の
場
所
が
都
市
化
で
七
草
の
採
取
で
き
る
場
所

宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授

谷
本　

丈
夫　

正
月
行
事　

七
草
粥
の
言
い
伝
え
、
あ
れ
こ
れ

正
月
行
事　

七
草
粥
の
言
い
伝
え
、
あ
れ
こ
れ
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が
な
く
な
り
休
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
稲
の
栽
培
が
機
械

化
さ
れ
、
冬
季
に
田
ん
ぼ
が
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、
ト
ン

ボ
の
幼
虫
（
ヤ
ゴ
）
な
ど
水
田
を
生
育
地
と
し
て
い
た
水

生
動
物
、
湿
性
植
物
の
多
く
は
生
育
で
き
ず
に
消
滅
し
て

い
る
た
め
で
す
。

　

セ
リ
（
芹
）

　

和
歌
に
詠
ま
れ
た
七
草
の
筆
頭
は
セ
リ
（
芹
）
で
す
。

図
１
は
栽
培
の
セ
リ
で
す
が
、
り
す
シ
ス
テ
ム
恒
例
の
吉

四
六
村
で
行
わ
れ
て
い
た
シ
イ
タ
ケ
駒
打
ち
会
の
昼
食
に

は
、
付
近
の
田
ん
ぼ
の
畔
か
ら
摘
ま
れ
た
セ
リ
の
天
麩
羅

が
振
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
独
特
な
香
り
と
味
合
い

は
好
評
で
し
た
。
野
生
の
セ
リ
も
、
近
頃
で
は
ク
レ
ソ
ン

な
ど
と
同
じ
く
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ズ
ナ
（
薺
）

　

ナ
ズ
ナ
（
図
２
）
は
果
実
は
三
角

形
で
三
味
線
の
バ
チ
に
似
て
い
る
の

で
三
味
線
草
。
三
味
線
の
音
か
ら
ペ

ン
ペ
ン
グ
サ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

屋
敷
の
屋
根
に
ペ
ン
ペ
ン
草
が
生
え

る
と
家
が
没
落
す
る
。
ま
た
は
商
い

が
寂さ

び

れ
る
様
を
現
す
こ
と
を
見
て
い

う
言
葉
で
、
屋
根
と
は
藁
、
茅
な
ど

草
屋
根
で
、
吹
き
替
え
も
で
き
な
い

貧
乏
に
な
る
様
を
表
し
て
い
ま
す
。

三
角
形
の
果
実
を
、
茎
か
ら
下
向
き
に
引
っ
張
る
と
ブ
ラ

ブ
ラ
に
な
っ
て
、
よ
く
揺
れ
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン
と
音
を
た

て
る
春
の
野
遊
び
の
一
つ
で
し
た
。
ナ
ズ
ナ
は
、
い
か
に

も
日
本
古
来
の
植
物
に
見
え
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

中
国
を
経
由
し
て
渡
来
し
た
史
前
帰
化
植
物
（
古
い
昔
に

渡
来
）
で
す
。

　

ヲ
ギ
ョ
ウ
（
鼠
鞠
草
、
ホ
ウ
コ
グ
サ
）

　

牧
野
富
太
郎
の
「
春
の
七
く
さ
」（『
植

物
一
家
言
』
１
２
３
ペ
ー
ジ
、
北
隆
館
）

で
は
ゴ
ギ
ョ
ウ
で
は
な
く
表
題
の
ヲ
ギ
ョ

ウ
が
正
し
く
、
ハ
ハ
コ
グ
サ
も
ホ
ウ
コ
グ

サ
と
し
て
い
ま
す
。
ハ
ハ
コ
グ
サ
も
中
国

を
経
由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
に
帰

化
し
た
植
物
、
史
前
帰
化
植
物
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
寒
い
冬
に
負
け
ず
力
強
く
地

面
を
覆
い
生
育
す
る
様
（
図
３
）
は
、
花
時
と
は
異
な
っ

た
印
象
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

ハ
コ
ベ
ラ
（
繁
縷
）

　

ハ
コ
ベ
ラ
は
略
し
て
ハ
コ
ベ
（
図
４
）
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
日
本
古
来
の
植
物
の
よ
う
に
ど
こ
に
で
も
生
え
て

い
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
普
通
に
見
ら
れ
る
植
物
で
、

越
年
性
草
本
で
遥
か
昔
に
中
国
を
経
由
し
て
日
本
に
帰
化

し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
頃
に
読
ん
だ
島
崎
藤
村
の

千
曲
川
旅
情
の
歌
に
「
緑
な
す
繁
縷
は
萌
え
ず
」
の
一
節

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
防
寒
軍
服
の
襟
に
使
わ
れ

る
と
さ
れ
飼
育
さ
れ
て
い
た
ウ
サ
ギ
や
鶏
の
餌
に
、
ハ
コ

ベ
な
ど
の
草
刈
り
が
朝
仕
事
で
し
た
。
そ
の
思
い
出
も
懐

か
し
く
、
雑
木
林
と
田
ん
ぼ
の
畔
の
緑
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。
今
は
田
の
水
不
足
（
稲
の
収
穫
後
は
用
水
か
ら
の
給

水
が
停
止
さ
れ
て
い
る
）
と
除
草
剤
で
、
多
く
の
畔
は
枯

図１　セリ

図２　ナズナ（細長い果実はタネツケバナ）

図３　ホウコグサ　

図４　ハコベラ
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れ
草
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
（
タ
ビ
ラ
コ
）

　

タ
ビ
ラ
コ
（
別
名
コ
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
）
は
、
稲
刈
り
の

後
の
休
耕
田
で
耕
起
さ
れ
た
田
、
一
面
に
広
が
っ
て
生
育

し
て
い
ま
し
た
が
、
結
城
市
内
の
田
ん
ぼ
に
は
全
く
確
認

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
図
５
の
タ
ビ
ラ
コ
は

購
入
し
た
写
真
で
す
。
タ
ビ
ラ
コ
は
本
州
、
四
国
、
九
州

に
分
布
し
、大
陸
で
は
中
国
中
部
に
も
生
育
し
て
い
ま
す
。

そ
の
多
く
は
田
ん
ぼ
の
内
側
以
外
で
は
生
育
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
水
田
稲
作
に
随
伴
し
て
き
た
水
田
雑
草
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
有
岡
利
幸
『
春
の
七
草
（
も
の
と

人
間
の
文
化
史
１
４
６
）』
法
政
大
学
出
版
局
）。
な
お
、

図
鑑
に
あ
る
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
（
図
６
）
は
、
り
す
倶
楽
部
第

３
０
８
号
で
紹
介
し
た
シ
ソ
科
の
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
で
、
食
用

に
は
適
し
ま
せ
ん
。

　

ス
ズ
ナ
（
カ
ブ
、
蕪
）

　

カ
ブ
（
図
７
右
）
の
自
生
は
な
く
、
栽
培
さ

れ
る
た
め
に
移
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
大
カ
ブ

か
ら
小
カ
ブ
ま
で
地
域
の
特
色
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
カ
ブ
の
大
き
さ
に
改
良
さ
れ
て
い

ま
す
。
カ
ブ
に
は
地
中
海
沿
岸
の
南
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
原
産
と
す
る
一
元
説
と
地
中
海
沿
岸
お

よ
び
ア
ジ
ア
特
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
起
源

と
す
る
二
元
説
や
多
原
説
が
あ
り
、
判
然
と
し

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、初
期
の
カ
ブ
は
ア
ブ
ラ
ナ
に
近
く
、

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
不
明
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ズ
シ
ロ
（
ダ
イ
コ
ン
、
大
根
）

　

ダ
イ
コ
ン
（
図
７
左
）
も
地
中
海
沿
岸

を
原
産
地
と
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
に
は

中
国
を
経
て
古
い
時
代
に
渡
来
し
、
カ
ブ

と
同
じ
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
改
良
品
種
が

あ
り
ま
す
。
タ
ク
ア
ン
大
根
は
長
い
根
が

特
徴
で
す
が
、
近
年
で
は
青
首
と
呼
ば
れ

る
や
や
短
い
大
根
が
普
及
し
て
い
ま
す
。

ダ
イ
コ
ン
を
ス
ズ
シ
ロ
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
『
倭
訓
栞
』
に
「
七
草
の
菜
に
い
う

も
の
は
蘿
蔔（
ダ
イ
コ
ン
の
漢
名
ら
ふ
く
）

也
と
い
へ
り
。さ
れ
ば
す
す
は
涼
し
き
義
、

し
ろ
は
白
の
義
な
る
べ
し
」。
す
な
わ
ち

ダ
イ
コ
ン
の
根
部
が
白
く
涼
し
げ
に
見
え
る
こ
と
か
ら
ス

ズ
シ
ロ
と
呼
ば
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

寒
中
で
も
力
強
く
旺
盛
に
繁
茂
し
て
い
る
七
草
は
、
栄

養
学
的
に
も
貴
重
な
成
分
を
含
み
、
青
菜
の
少
な
い
時
期

の
食
料
と
し
て
も
、
そ
の
貴
重
性
が
認
識
さ
れ
て
七
草
粥

の
習
慣
が
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
太
陽
暦
は
ひ

と
月
ば
か
り
、
気
候
が
早
く
な
り
ま
す
。
気
候
や
気
象
の

季
節
的
な
移
り
変
わ
り
に
応
じ
て
植
物
が
示
す
生
き
様
の

変
化
を
植
物
季
節
と
呼
び
、
当
然
、
地
域
ご
と
異
な
っ
て

い
ま
す
。
若
い
時
代
に
過
ご
し
た
雪
国
、
福
島
県
裏
磐
梯

の
村
で
は
季
節
ご
と
の
山
菜
取
り
、
特
に
雪
解
け
、
芽
吹

き
時
の
そ
れ
は
、
冬
の
備
え
も
兼
ね
た
大
切
な
行
事
で
し

た
。
そ
の
後
に
6
年
過
ご
し
た
南
国
高
知
で
は
冬
で
も
野

菜
が
手
に
入
り
、
山
菜
に
は
さ
ほ
ど
の
関
心
が
な
い
県
民

性
に
妙
に
納
得
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
太
陰
暦
で

は
太
陽
暦
の
2
月
が
正
月
に
な

り
、
早
春
の
草
花
が
開
花
の
準
備

を
急
速
に
始
め
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
春
の
七
草
を
探
し
な
が

ら
の
野
山
の
陽
だ
ま
り
散
策
は
、

春
を
迎
え
る
植
物
た
ち
の
成
長
、

開
花
に
向
け
た
変
化
に
驚
か
さ

れ
る
楽
し
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。

図７　ダイコンとカブ　（タキイ種苗カタログより）

図５　タビラコ

図６　ホトケノザ
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原
始
古
代
の
建
物

　

今
回
は
原
始
古
代
に
人
々
が
ど
う
い
う
建
物
を
建
て
て

生
活
し
て
い
た
の
か
を
、
考
古
学
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

原
始
時
代
の
住
居
と
い

う
と
、
皆
さ
ん
は
竪た
て
あ
な穴
式

住
居
を
思
い
浮
か
べ
る
方

が
多
い
で
し
ょ
う
。
地
面

に
穴
を
掘
っ
て
、
そ
の
上

に
屋
根
を
か
け
た
住
居
が

竪
穴
式
住
居
で
す
。
全
国

あ
ち
こ
ち
の
遺
跡
で
も
た

く
さ
ん
復
元
さ
れ
て
い
ま

す
よ
ね
。
住
居
と
は
限
ら

ず
集
会
所
や
工
房
や
そ
の

他
の
用
途
で
使
わ
れ
た
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
最
近
は
竪
穴
建
物
と

呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

原
始
古
代
の
建
物
は
竪
穴
建
物
だ
け
で
は
な
く
、
地
面

に
掘
っ
た
穴
に
柱
を
立
て
て
（
掘

ほ
っ
た
て
は
し
ら

立
柱
）
屋
根
を
葺
い
て

床
を
張
っ
た
高た
か
ゆ
か床
建
物
や
、
同
じ
く
掘
立
柱
で
床
面
が
土

間
の
平へ
い
ち地
建
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

　

飛
鳥
時
代
や
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
地
面
に
平
た
い

石
を
置
い
て
そ
の
上
に
柱
を
立
て
た
礎そ
せ
き石
建

物
が
大
陸
か
ら
伝
わ
り
、
建
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
礎
石
建
物
は
寺
院
な
ど
瓦
を

乗
せ
た
大
規
模
な
建
築
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
規
模
が
小
さ
い
建
物
や
庶
民

の
住
ま
い
は
平
地
建
物
や
高
床
建
物
で
し
た
。

竪
穴
建
物
も
少
な
く
な
り
な
が
ら
も
平
安
時

代
ご
ろ
ま
で
一
部
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

原
始
古
代
の
建
物
の
復
元

　

で
は
、
竪
穴
建
物
や
平
地
建
物
や
高
床
建

物
が
ど
う
い
う
形
で
、
ど
う
い
う
材
料
を
用

い
て
、
ど
う
い
う
建
て
方
で
建
て
ら
れ
て
い

た
の
か
と
い
う
と
、
実
は
は
っ
き
り
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
で
も
あ
ち
こ
ち
の
遺
跡
で
建

物
が
復
元
さ
れ
て
現
に
建
っ
て
い
る
じ
ゃ
な

い
か
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
の
復
元
も
あ
く
ま
で
想
像
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
証

拠
が
あ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
の
で
す
。

　

原
始
古
代
の
建
物
が
木
や
草
や
葉
な
ど
の
自
然
材
料
で

建
て
ら
れ
て
い
る
と
、
後
の
世
に
は
腐
朽
し
て
無
く
な
っ

て
し
ま
い
、
地
面
に
掘
ら
れ
た
竪
穴
や
柱
穴
し
か
残
ら
な

い
の
は
宿
命
と
も
い
え
ま
す
。
し
か
し
ご
く
稀
に
、
掘
立

柱
や
建
築
材
料
が
腐
ら
ず
に
残
っ
て
い
た
り
、
火
事
で
焼

け
落
ち
た
建
物
や
火
山
の
噴
火
で
埋
ま
っ
た
建
物
が
残
っ

て
い
た
り
と
い
っ
た
例
か
ら
わ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
鏡
や
銅ど
う
た
く鐸
や
土
器
に
描
か
れ
た
建
物
の
絵
や
家
形

家い
え
が
た
は
に
わ

形
埴
輪
な
ど
も
参
考
に
な
り
ま
す
し
、
国
内
や
海
外
の

民
族
例
な
ど
か
ら
も
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

竪
穴
建
物

　

そ
れ
で
は
ま
ず
竪
穴
建
物
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

竪
穴
建
物
は
約
１
万
３
千
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
縄
文
時
代

に
な
っ
て
出
現
し
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
前
は
旧
石
器
時
代
と
い
っ
て
、
移
動
式
の

生
活
で
、
テ
ン
ト
な
ど
の
簡
易
な
建
物
を
住
ま
い
と
し
て

い
た
た
め
、地
面
に
柱
の
穴
な
ど
の
痕
跡
が
残
り
に
く
く
、

そ
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

縄
文
時
代
に
な
っ
て
、
狩
猟
採
集
に
便
利
な
地
域
に
集

団
で
定
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
住
居
が

必
要
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
50
セ
ン
チ
か
ら
１
メ
ー
ト

ル
の
深
さ
に
地
面
に
竪
穴
を
掘
り
、
そ
の
中
に
柱
を
立
て

て
梁
と
桁
を
渡
し
、
竪
穴
を
覆
う
よ
う
に
屋
根
を
葺
い
た

竪
穴
建
物
を
い
く
つ
も
建
て
て
集
落
で
生
活
し
て
い
ま
し

た
。

　

竪
穴
の
平
面
形
は
大
き
く
分
け
て
円
形
と
方
形
が
あ

古
賀 

秀
策

Ｎ
Ｐ
Ｏ
り
す
シ
ス
テ
ム
顧
問

住
ま
い
と
建
物
の
考
古
学
〜
竪
穴
建
物
編

第
７
回

図１　原始古代の建物の種類
　　　（国営吉野ヶ里歴史公園運営 HP/ 弥⽣ミュージアム）
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り
、
縄
文
時
代
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
円
形
が
多
く
、
柱

の
数
も
少
な
い
も
の
で
２
本
、
多
い
も
の
は
６
本
を
超
え

る
も
の
も
あ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
し
た
（
図

２
）。
し
か
し
弥
生
時
代
に
な
る
と
平
面
方
形
が
多
く
な

り
、
古
墳
時
代
に
は
平
面
方
形
で
柱
は
４
本
で
統
一
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
図
３
）。

登
呂
遺
跡
の
竪
穴
建
物

　

そ
れ
で
は
竪
穴
建
物
の
形
は
ど
ん
な
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

古
代
住
居
の
復
元
と
い
え
ば
、
皆
さ
ん
は
静
岡
県
の

登と

ろ呂
遺
跡
を
真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
登
呂
遺
跡
は
水
田
が
広
が
る
弥

生
時
代
後
期
の
集
落
遺
跡
で
、
竪
穴
住
居
や
高
床
倉
庫

が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
時
中
に
遺
跡
が
発
見
さ

れ
、
戦
後
す
ぐ
昭
和
22
年
か
ら
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま

し
た
。
戦
後
の
混
乱
で
消
沈
す
る
時
代
に
、
２
千
年

前
の
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
人
々
の
眼
前
に
出
現
さ

せ
、
復
興
へ
の
気
持
ち
を
高
揚
さ
せ
た
国
民
的
遺
跡
が
登

呂
遺
跡
で
し
た
。

　

登
呂
遺
跡
で
の
竪
穴
住
居
は
図
４
の
よ
う
な
入い
り
も
や

母
屋
屋

根
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
で
竪
穴
建
物
が
実

際
に
復
元
さ
れ
た
初
期
の
例
に
あ
た
り
、
以
降
の
全
国
各

地
の
遺
跡
の
復
元
建
物
は
、
細
部
は
遺
跡
ご
と
に
違
い
ま

す
が
、
大
枠
は
登
呂
遺
跡
の
復
元
と
似
た
建
物
が
次
々
に

建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

竪
穴
建
物
の
形

　

実
は
登
呂
遺
跡
の
竪
穴
住
居
の
復
元
案
は
、
江
戸
時
代

の
砂
鉄
精
錬
小
屋
か
ら
の
類
推
で
す
が
、
日
本
の
農
家
の

草
葺
き
屋
根
と
も
よ
く
似
て
ま
す
よ
ね
。
ま
た
、
古
墳
時

代
の
銅
鏡
に
書
か
れ
た
絵
や
大
刀
の
装
飾
と
も
よ
く
付
合

し
て
い
ま
す
。

　

図
５
は
奈
良
県
佐さ
み
た
た
か
ら
づ
か

味
田
宝
塚
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た

「
家か
お
く
も
ん
き
ょ
う

屋
文
鏡
」
と
呼
ば
れ
る
銅
鏡
で
す
が
、
真
ん
中
の
丸

い
ツ
マ
ミ
（
紐
ち
ゅ
う
）
の
四
方
に
４
種
類
の
建
物
の
絵
が
描
か

れ
て
い
て
、
上
に
あ
る
の
が
竪
穴
建
物
で
す
。

　

ま
た
図
６
は
奈
良
県
東と
う
だ
い
じ
や
ま

大
寺
山
古
墳
出
土
の

「
家い

え
が
た
か
ざ
り
か
ん
と
う
た
ち

形
飾
環
頭
大
刀
」
と
い
う
鉄
刀
で
す
が
、
柄つ
か

に
竪
穴

建
物
の
飾
り
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

竪
穴
建
物
が
建
て
続
け
ら
れ
た
理
由

　

で
は
な
ぜ
竪
穴
建
物
が
た
く
さ
ん
建
て
ら
れ
て
、
住
ま

い
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ひ
と
つ
に
は
「
建
て
る
の
が
簡
単
だ
っ
た
か
ら
」
と
い

う
理
由
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
平
地
建
物
や
高
床
建
物
の
よ

う
に
壁
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
な
か
っ
た
竪
穴
建
物
は
、

竪
穴
さ
え
掘
れ
ば
よ
り
少
な
い
労
力
と
材
料
で
建
て
る
こ

図２　縄⽂時代の円形の竪⽳建物跡
　　　（当

た い ま

⿇遺跡、神奈川県相模原市）

図３　古墳時代の⽅形の竪⽳建物跡
（千葉県久

く め と り で

⽶砦遺跡 / 千葉県教
育委員会）　　

図４　登呂遺跡の竪⽳建物（静岡市⽴
登呂博物館）　　　

図５　家屋⽂鏡（宮内庁書陵部）　　　

図６　家形飾環頭⼤⼑（東京国⽴博物館）　
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と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

し
か
し
青
森
県
の
三さ
ん
な
い
ま
る
や
ま

内
丸
山
遺
跡
に
見
る
よ
う
に
、
縄

文
時
代
か
ら
人
々
は
立
派
な
平
地
建
物
や
高
床
建
物
を
建

て
る
技
術
を
持
っ
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
古
墳
時
代
ま
で
竪

穴
建
物
に
住
み
続
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
解
く
鍵

は
「
防
寒
」
だ
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

竪
穴
建
物
の
住
み
ご
ご
ち

　

皆
さ
ん
は
各
地
の
遺
跡
に
復
元
さ
れ
て
い
る
竪
穴
建
物

の
中
に
入
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
竪
穴
建
物
の
室
内

は
周
囲
を
50
セ
ン
チ
か
ら
、
深
い
も
の
は
１
メ
ー
ト
ル
以

上
の
土
の
壁
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
当
時
の
人
は
ハ
シ
ゴ
で

出
入
り
し
て
い
ま
し
た
（
図
７
）。
実
験
的
に
竪
穴
建
物

で
生
活
し
た
人
の
話
に
よ
る
と
、冬
は
暖
か
い
そ
う
で
す
。

夏
も
涼
し
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
私
の
経
験
に
よ
る

と
夏
は
蒸
し
暑
く
、
湿
気
が
た
ま
ら
な
く
高
い
気
が
し
ま

す
。

　

し
か
し
竪
穴
住
居
に
は
炉
が
あ
り
火
を
焚
い
て
い
ま

す
。
古
墳
時
代
に
な
る
と
室
内
に
か
ま
ど
が
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
炉
や
か
ま
ど
で
毎
日
火
を
焚
い
て
い
る

と
、
湿
気
も
な
く
な
り
、
建
物
の
材
料
が
燻
さ
れ
て
丈
夫

に
な
り
、
煙
で
虫
も
い
な
く
な
っ
て
、
一
年
中
住
み
や
す

く
な
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

竪
穴
建
物
復
元
の
新
発
見

　

登
呂
遺
跡
の
竪
穴
建
物
の
復
元
以
来
、
各
地
の
遺
跡
の

復
元
竪
穴
建
物
は
草
葺
き
の
屋
根
に
復
元
さ
れ
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
に
な
っ
て
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
形
の
竪

穴
住
居
も
復
元
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
土

葺
き
の
竪
穴
建
物
の
発
見
が
相
次
い
だ
こ
と
に
よ
り
ま

す
。

　

岩
手
県
の
御ご
し
ょ
の

所
野
遺
跡
で
は
、
火
事
で
焼
け
落
ち
た
縄

文
時
代
中
期
の
竪
穴
建
物
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は

焼
け
た
屋
根
材
の
上
に
焼
け
た
土
が
の
っ
て
お
り
、
土
葺

き
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
（
図
８
・
図
９
）。

　

ま
た
、
群
馬
県
の
黒く

ろ
い
み
ね

井
峯
遺
跡
や
中な
か
す
じ筋
遺
跡
は
古
墳
時

代
後
期
の
遺
跡
で
す
が
、
榛は

る
な
さ
ん

名
山
の
噴
火
で
大
量
に
降
っ

て
き
た
軽
石
に
一
瞬
で
埋
ま
っ
た
「
日
本
の
ポ
ン
ペ
イ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
遺
跡
で
す
。
そ
こ
で
発
掘
さ
れ
た
竪
穴

建
物
も
土
葺
き
で
し
た
。

土
葺
き
竪
穴
建
物
の
住
み
ご
こ
ち

　

土
葺
き
の
竪
穴
建
物
は
、
草
葺
き
の
家
よ
り
も
保
温
性

は
よ
く
な
る
は
ず
で
、火
を
焚
け
ば
冬
は
暖
か
そ
う
で
す
。

そ
の
代
わ
り
通
気
性
は
格
段
に
悪
く
な
り
、
湿
気
が
こ
も

り
が
ち
に
な
り
そ
う
で
す
。
し
か
し
実
際
住
ん
で
み
た
人

の
話
で
は
、
火
を
焚
く
と
湿
気
が
な
く
な
り
過
ご
し
や
す

く
な
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　

一
方
、
民
族
例
で
は
昔
の
樺
太
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、

冬
は
防
寒
の
た
め
に
「
ト
イ
チ
セ
」
と
い
う
土
葺
き
の
竪

穴
住
居
に
住
み
ま
し
た
が
、
暖
か
く
な
る
と
「
チ
セ
」
と

呼
ば
れ
る
夏
用
の
草
葺
き
の
平
地
住
居
に
移
動
し
た
そ
う

で
す
（
図
10
）。
し
か
し
ト
イ
チ
セ
の
居
住
環
境
が
あ
ま

り
に
劣
悪
だ
っ
た
た
め
、
次
第
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
と

い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
や
は
り

土
葺
き
の
家
の
住
み
ご
こ
ち
は
悪
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
竪
穴
建
物
を
見
て
い
き
ま
し
た
が
、
原
始
古
代

の
建
物
に
は
他
に
、
平

地
建
物
や
高
床
建
物

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら

も
全
国
の
遺
跡
で
た
く

さ
ん
復
元
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
に
機
会
が
あ
れ

ば
ま
た
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

図７　竪⽳住居の⽣活（春⽇部市教育委
員会）

図８　焼けた竪⽳建物の跡（御所野縄
⽂公園）

図９　復元した⼟葺の竪⽳建物（岩⼿
県世界⽂化遺産 HP）　

図１０　復元されたトイチセ（「トイチセ
の建設を通した体験的環境教育
に関する研究」⻄澤岳夫他）
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
が
始
ま
り

ま
し
た
ね
。

　

初
日
の
出
は
、
ご
覧
に
な
れ
ま
し
た
か
？

　

元
旦
に
昇
る
初
日
に
手
を
合
わ
せ
て
、
新
し
い
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
今
年
の
願
い
事
や

決
意
を
祈
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
は
巳
年
で
、脱
皮
を
す
る
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら「
新

し
い
こ
と
が
始
ま
る
年
」
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
巳
」
を
「
実
」
に
か
け
て
「
実
を
結
ぶ
年
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
実

を
結
び
、
新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
！　

　

な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
す
ね
。　
　

　

私
も
り
す
倶
楽
部
を
通
じ
て
少
し
で
も
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
脱
皮
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　

　

さ
ぁ
今
年
も
思
う
が
ま
ま
、
の
び
の
び

と
、
楽
し
く
、
生
き
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
今
回
は
、
高
齢
者
の
介
護
施
設
に
つ
い
て
の
お

話
で
す
。

　

今
は
自
立
し
た
生
活
が
で
き
て
い
て
も
、
誰
し
も
年
月

が
経
過
す
る
う
ち
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。「
そ
う
な
っ
た
時
に
は
、施
設
に
入
ろ
う
」
と
思
っ

て
い
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施

設
が
あ
る
の
か
、
さ
ら
に
ど
の
様
な
施
設
に
入
れ
ば
よ
い

の
か
、
と
い
う
事
を
把
握
し
て
い
る
方
は
少
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

今
回
は
、
公
的
な
高
齢
者
施
設
の
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

公
的
施
設
の
種
類

　

公
的
施
設
と
は
、
国
や
地
方
自
治
体
の
ほ
か
、
社
会
福

祉
法
人
、
医
療
法
人
な
ど
、
公
共
性
の
高
い
機
関
が
運
営

す
る
高
齢
者
施
設
を
指
し
ま
す
。
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ

る
の
で
、
介
護
保
険
施
設
と
も
呼
ば
れ
て
い
て
、「
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
」「
介
護
老
人
保
健
施
設
」「
介
護
医
療

院
」「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」
の
4
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

入
居
す
る
方
の
介
護
度
や
費
用
、
認
知
症
の
有
無
な
ど

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
特
徴
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

違
い
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
次
ペ
ー
ジ
の

表
で
は
、
4
つ
の
介
護
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
概
要
及

び
利
用
対
象
者
の
条
件
を
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。「
施
設
の
特
徴
と
概
要
」
の
赤
字
部
分
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
施
設

に
は
、
公
的
施
設
の
他
に
民
間
の
施
設
も
あ
り
ま
す
。
民

間
施
設
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

看
取
り
介
護
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
違
い
（
表
中
の
青
色

の
文
字
部
分
に
つ
い
て
の
解
説
）

　

看
取
り
介
護
と
は
、
終
末
期
を
迎
え
た
方
に
対
し
、
残

さ
れ
た
時
間
を
自
宅
で
自
分
ら
し
く
穏
や
か
に
過
ご
せ
る

よ
う
支
援
す
る
ケ
ア
の
こ
と
で
す
。
看
取
り
介
護
で
は
、

本
人
の
意
に
反
す
る
よ
う
な
無
理
な
延
命
治
療
は
実
施
し

ま
せ
ん
。
介
護
を
受
け
る
本
人
の
意
思
と
生
活
の
質
を
最

大
限
に
尊
重
し
、
寄
り
添
い
な
が
ら
心
身
の
苦
痛
を
無
理

な
く
和
ら
げ
る
こ
と
が
、
看
取
り
介
護
の
最
大
の
目
的
と

な
り
ま
す
。

　

一
方
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
と
は
、
余
命
が
わ
ず
か
で
あ

る
と
医
師
が
診
断
し
た
方
に
対
し
、
医
療
的
な
支
援
を
行

い
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
時
間
を
穏
や
か
に
過
ご
し
て
も
ら

う
た
め
の
ケ
ア
方
法
で
す
。
看
取
り
介
護
と
同
様
に
無
理

な
延
命
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
苦
痛
を
緩
和
す
る
た
め

の
点
滴
や
吸
入
、
投
薬
な
ど
の
医
療
ケ
ア
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
介
護
施
設
に
つ
い
て　

そ
の
１

原
　
令
子

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
･
サ
ポ
ー
ト
代
表
取
締
役

社
会
保
険
労
務
士
原
令
子
事
務
所
所
長
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公的な介護施設の特徴と概要および利用対象者

公的施設 施設の特徴と概要 利用対象者

と
く
よ
う

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

●特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）は、地方公共団体や社会福
祉法人が運営する公的な老人ホームで要介護高齢者のための生活施設
です。

●介護保険が適用されるため、利用費用が安く抑えられるので人気があ
ります。比較的介護度の高い高齢者が入所します。

●長期利用を前提としていて、一度入所すると、基本的には終身利用、
看取りも可能で、「終のすみか」と言われています。そのため入所ま
での待機期間が長くなる傾向にあります。

●身体上・精神上に障害
があり常時介護が必要
かつ、在宅介護が困難
な高齢者

●原則要介護 3 以上の方
（要介護 1・2 は特例条

件有り）
●原則 65 歳以上で要介護

３以上の高齢者

ろ
う
け
ん

介
護
老
人
保
健
施
設

●他の老人ホームとの違いは、在宅復帰を目指して医療やリハビリに力
を入れている短期入所施設という点です。

●原則 65 歳以上で要介護
1 以上の高齢者

●老健は、医師や看護師、機能訓練士などから、リハビリや医療ケアを
受けながらの入所が可能です。

●利用できる期間は、原則 3 か月ですが、医師の許可があれば実際には
年単位で入所している人も多く見られます。

●入院していた病院から退院した後、自宅復帰を目指してリハビリを続
けるために、受け入れ先として利用できる場合もあります

介
護
医
療
院

●介護医療院は、今後急速に増加すると予測される医療ニーズのある要
介護高齢者の生活を医療と介護で支える施設です。身体介助や生活支
援などの介護サービスに加え、日常的な医学管理や看取り、ターミナ
ルケアなどの医療的ケアも提供します。日常生活を送るための介護サ
ービスと、長期療養のための医療を一体的に提供することを目的とし
ています。

●要介護 1 以上
●介護医療院には I型と II

型があり、
Ⅰ型：容態が急変するリス

クが高い人、身体合
併症を有する認知症
の高齢者など

Ⅱ型：Ⅰ型と比較し、容態
が比較的安定した人
と区分されています

●医師や看護スタッフが常駐し、利用者の容態変化時にも適切な医療行
為を実施することが可能です。

（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

ケ
ア
ハ
ウ
ス

●軽費老人ホームは自立や要支援状態など比較的介護度の低い方が、低
額料金で入居できる老人ホームです。

●運営主体は地方公共団体や社会福祉法人、民間も有り、主な提供サー
ビスは生活援助や生活相談です。

●軽費老人ホームにはＡ型、Ｂ型、C 型があります。

●家庭環境や住宅事情など
の理由により、自宅で生
活することが難しい方

A 型：食事サービスあり
B 型：食事サービスなし、自炊
C 型：食事・生活支援サービスありとなっていて、
この軽費老人ホーム C 型を「ケアハウス」と言います。

●現在では A、B 型は新設されておらず減少傾向にあり今後は C 型のケ
アハウスに一本化していく予定となっています。

●ケアハウスには一般型と介護型があります。
一般型：介護サービスなし、外部と契約が必要
介護型：介護サービスあり

一般型には介護サービスがついていないので、利用者が介護サービス
を希望する場合は外部サービスと別途契約が必要になります。また施
設によっては、要介護度が進んだ利用者は退去しなければならない場
合もあります。
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法
人
設
立
の
背
景

　

こ
の
法
人
設
立
の
契
機
と
な
っ
た
の

は
、
法
定
相
続
人
で
あ
る
お
子
さ
ん
が
お

ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
子
ど
も
の
福

祉
の
た
め
に
」
と
ご
寄
付
を
く
だ
さ
っ
た

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の

お
気
持
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
、
お
子
さ

ん
に
財
団
法
人
の
設
立
者
と
な
っ
て
い
た

だ
き
、
私
と
二
人
で
「
一
般
財
団
法
人
契

約
家
族
研
究
機
構
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
～
寄
付
先
「
今な
き
じ
ん

帰
仁
子
ど
も

の
居
場
所
ス
ー
パ
ー
寺
子
屋
」

　
「
今
帰
仁
子
ど
も
の
居
場
所
ス
ー
パ
ー

寺
子
屋
」
は
、
名
桜
大
学
の
小
川
寿
美
子

教
授
が
主
催
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
故

川
嶋
辰
彦
先
生
と
共
同
研
究
を
さ
れ
て
い

た
ご
縁
か
ら
支
援
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
活
動
は
、
平
均
年
収
が
沖
縄
県
内
で
最

下
位
、
全
国
市
町
村
中
で
１
７
４
０
位
と

い
う
貧
困
に
直
面
す
る
今
帰
仁
村
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
か
ら
支
援
を

開
始
し
、
２
０
２
４
年
の
活
動
内
容
を
以

下
に
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
（
松
島
如
戒
）

２
０
２
４
年
の
活
動
の
概
要

　

就
学
援
助
受
給
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯

の
児
童
に
焦
点
を
当
て
た
「
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
」
を
し
、
給
食
の
な
い
夏
季

休
業
中
の
体
格
と
体
力
の
維
持
増
進
と
学

習
指
導
を
は
じ
め
、
三さ
ん
し
ん線
、
ス
ポ
ー
ツ
、

川
遊
び
、
プ
ー
ル
、
異
文
化
体
験
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
す
る
機
会
を
令
和
4
年

度
よ
り
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

夏
休
み
企
画
は
3
回
目
を
迎
え
、
特
に

家
庭
の
経
済
的
貧
困
か
ら
、
成
長
の
過
程

で
重
大
な
影
響
を
与
え
る
「
経
験
」
の
貧

困
に
も
焦
点
を
あ
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
重

視
し
ま
し
た
。
新
企
画
と
し
て
２
泊
３
日

の
伊
江
島
民
泊
・
キ
ャ
ン
プ
体
験
、
名
桜

大
学
訪
問
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
体
験
、
藍
染

体
験
、
や
ん
ば
る
の
自
然
訪
問
（
大
石
林

山
、
辺
戸
岬
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

活
動
期
間
は
令
和
6
年
7
月
22
日
～
令

和
6
年
8
月
23
日
（
今
帰
仁
村
小
中
学
生

の
夏
休
み
中
、週
6
回
1
日
5
時
間
）
で
、

場
所
は
、
今
帰
仁
村
中
央
公
民
館
の
和
室

や
芝
生
広
場
で
活
動
し
ま
し
た
。

参
加
児
童
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

活
動
へ
の
申
し
込
み
児
童
は
84
名
あ
っ

た
の
で
、
今
帰
仁
村
福
祉
・
こ
ど
も
課
に

選
定
を
依
頼
し
、
38
名
の
児
童
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
な
り
、
半
数
以
上
が
、
こ
の

夏
初
め
て
の
参
加
児
童
で
し
た
。

　

児
童
た
ち
を
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
名
桜
大
学
期
末
試
験
期
間
の
た
め
学

生
応
募
者
の
少
な
い
2
週
間
を
、
北
山
高

校
に
協
力
を
お
願
い
し
た
こ
と
で
、
25
名

も
の
高
校
生
の
参
加
が
あ
り
非
常
に
助
か

り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
が
増
え
た

た
め
、
出
欠
の
管
理
は
学
生
代
表
に
管
理

を
委
ね
ま
し
た
。　

多
様
な
活
動
内
容

　

基
本
的
な
活
動
場
所
は
今
帰
仁
村
中
央

公
民
館
で
す
。同
敷
地
の
芝
生
広
場
で
は
、

鬼
ご
っ
こ
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
、
川
辺
で
は
魚
と
り
に
興
じ
る
児

童
た
ち
で
毎
日
賑
わ
い
ま
し
た
。
室
内
で

は
、
お
絵
描
き
、
ト
ラ
ン
プ
、
宿
題
、
隠

れ
家
づ
く
り
、
三
線
、
ギ
タ
ー
、
英
会
話

な
ど
。

　

本
年
も
以
下
の
３
つ
の
目
標
の
も
と
に

活
動
を
し
ま
し
た
。
①
児
童
ま
た
は
青
少

年
の
健
全
な
育
成
を
促
進
す
る
、
②
格
差

な
き
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
支
援
を
目

契 約 者 有 志 の 方 々 の 遺 贈 を 活 か す た め
一 般 財 団 法 人 　 契 約 家 族 研 究 機 構契 約 家 族 研 究 機 構   を 2 0 2 2 年 に 設 立 し ま し た

今日の社会のゆがみによって苦し
んでいる人々、恵まれない学生、
シングルマザー、心身に障害を持
つ人々などに支援できる枠組みが
あればいいのだが……。

家族についての法律が日本にな
いのならば、家族概念の理論的
基礎づくりに役立つ調査・研究
のために遺産を使ってほしい

見送りに来た伊江島民泊家庭と一緒に記念撮影する子どもたち
（2024 年 8 月23日「沖縄タイムス」より）
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指
す
、
③
食
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
と
接

点
を
持
ち
、
教
育
や
経
験
の
促
進
を
実
践

す
る
、
で
す
。

「
児
童
ま
た
は
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を

促
進
す
る
」
に
つ
い
て

　

参
加
す
る
児
童
に
対
し
て
、
通
常
で
あ

れ
ば
接
点
の
な
い
、
沖
縄
本
島
北
部
地
域

に
所ゆ
か
り縁
の
あ
る
若
者
（
名
桜
大
学
生
、
県

内
高
校
生
、
県
外
・
海
外
在
住
者
）
ら
と
、

家
族
や
親
友
の
次
元
に
近
い
立
ち
位
置
で

遊
ん
だ
り
、
相
談
し
た
り
、
勉
強
を
み
て

も
ら
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
児

童
た
ち
に
と
っ
て
、
将
来
の
モ
デ
ル
像
と

も
い
え
る
若
者
た
ち
と
接
す
る
こ
と
に
よ

り
希
望
を
与
え
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、

健
全
な
育
成
の
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
参
加
児
童
の
「
夏

休
み
の
作
文
」
に
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
し
て
敬
意
と
憧
れ
を
抱
い
て
く
れ
た

児
童
が
い
た
こ
と
は
、
嬉
し
い
こ
と
で
し

た
。

「
格
差
な
き
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
支

援
を
目
指
す
」
に
つ
い
て

　

格
差
な
き
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
力

を
注
い
だ
の
は
「
経
験
の
格
差
是
正
」
で

す
。「
さ
ま
ざ
ま
な
時
間
や
空
間
を
体
験

し
想
像
す
る
乏
し
さ
」
と
い
う
子
ど
も
の

重
大
な
課
題
に
挑
戦
す
る
た
め
、
名
桜
大

学
訪
問
・
21
世
紀
の
森
ビ
ー
チ
で
の
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
体
験
、
2
泊
3
日
・
伊
江
島
民

泊
・
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ー
リ
ー
体
験
、
藍
染

め
・
沢
登
り
体
験
、
大
石
林
山
・
辺
戸
岬

訪
問
、
美
ら
海
水
族
館
・
海
洋
文
化
館
・

昼
食
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
今
帰
仁
村
か
ら

遠
征
す
る
機
会
を
多
く
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
前
回
と
同
様
、
児
童
と
保
護
者
の

交
通
手
段
に
お
け
る
依
存
状
態
か
ら
解
放

さ
れ
る
よ
う
、親
の
送
迎
に
極
力
頼
ら
ず
、

公
共
交
通
手
段
（
バ
ス
）
で
移
動
す
る
こ

と
を
奨
励
し
ま
し
た
。

「
食
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
と
接
点
を
持

ち
、
教
育
や
経
験
の
促
進
を
実
践
す
る
」

に
つ
い
て

　

栄
養
た
っ
ぷ
り
の
お
弁
当
を
提
供
し
、

昼
の
弁
当
は
し
っ
か
り
と
食
べ
て
も
ら

い
、
体
力
維
持
に
努
め
ま
し
た
。
参
加
児

童
の
中
に
は
、
朝
食
抜
き
で
ス
ー
パ
ー
寺

子
屋
に
参
加
し
、
朝
か
ら
お
腹
が
す
い
た

と
訴
え
る
児
童
や
、
昼
食
時
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
弁
当
を
分
け
て
く
れ
る
よ
う
頼

み
込
む
児
童
が
み
ら
れ
た
の
が
特
徴
的
で

し
た
。

今
後
の
課
題

　

受
け
入
れ
児
童
の
増
加
に
伴
い
、
残
念

な
振
る
舞
い
の
児
童
も
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
児
童
の
問
題
あ
る
言
動
（
こ
の
ま

ま
児
童
を
放
っ
て
お
い
て
は
い
け
な
い
！

と
思
っ
た
こ
と
）
に
対
し
て
注
意
喚
起
・

周
知
す
る
た
め
に
「
お
知
ら
せ
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
保
護
者
に
配
布
し
、
家
庭
内

で
も
保
護
者
が
子
ど
も
に
読
ん
で
理
解
を

促
し
、
両
者
の
署
名
つ
き
で
提
出
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
4
つ
の
ル
ー
ル

の
明
示
で
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
暴

力
禁
止
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
所
有
物
を

奪
わ
な
い
、
③
お
金
は
必
要
な
額
だ
け
持

参
、
ス
マ
ホ
で
の
隠
し
撮
り
・
ゲ
ー
ム
機

の
禁
止
で
す
。

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
か
ら
は
、
参

加
予
定
学
生
と
の
連
絡
が
不
通
で
あ
っ
た

り
、
当
日
の
急
な
不
参
加
に
よ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
人
数
が
不
確
実
で
、
結
果
、
少
人

数
で
児
童
の
見
守
り
を
し
な
け
ら
ば
な
ら

な
か
っ
た
な
ど
、
今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
営
の
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

お
わ
り
に

　

今
年
度
は
、
挑
戦
の
年
で
し
た
。
受
け

入
れ
児
童
数
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
も
倍
に

な
り
ま
し
た
。「
経
験
の
貧
困
」
を
払
拭

す
る
た
め
、
今
帰
仁
を
出
て
、
離
島
で
の

民
泊
や
キ
ャ
ン
プ
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

居
場
所
を
必
要
と
す
る
児
童
の
多
く

は
、
家
族
・
家
庭
環
境
に
課
題
が
な
い
と

は
必
ず
し
も
言
い
難
い
で
す
。
そ
の
よ
う

な
環
境
の
児
童
が
、
伊
江
島
民
泊
を
通
じ

て「
第
２
の
家
族
」の「
お
と
ぅ
」「
お
か
ぁ
」

に
巡
り
会
い
、
ま
た
会
い
た
い
と
切
望
す

る
姿
を
み
て
、
将
来
き
っ
と
何
ら
か
の
心

の
支
え
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
痛
感
し
ま
し

た
。
こ
の
繋
が
り
を
絶
や
す
こ
と
な
く
継

続
的
に
再
訪
で
き
る
よ
う
来
年
度
も
計
画

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
本
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
団
体
、
陰
な
が
ら
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
明

る
い
未
来
を
描
け
る
よ
う
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
一
財
）
契
約
家
族
研
究
機
構
の
活
動
で
、
親
の
い
な
い
子
ど
も
た
ち
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
送
り
た

い
、
お
誕
生
日
を
お
祝
い
し
た
い
な
ど
な
ど
…
…
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
「
何
か
」
で
き
な

い
か
？　

そ
の
「
何
か
」
を
ご
一
緒
に
形
に
し
ま
せ
ん
か
！　

活
動
に
ご
興
味
を
お
持
ち
く
だ

さ
っ
た
方
、
ぜ
ひ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】
契
約
家
族
研
究
機
構 

担
当
：
芳
賀
み
ゆ
き　

０
１
２
０
―
８
８
９
―
４
４
３

K 君による「夏休みの作文」の内容
（傍線は追記）

　

ぼ
く
は
、
今
年
寺
子
屋
で
、
た
く
さ
ん

の
人
達
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
学
ん
だ

り
し
ま
し
た
。

　

遊
び
で
は
、
川
で
エ
ビ
を
取
っ
た
り
、

山
を
登
っ
た
り
、
水
族
館
に
行
っ
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
大
学
生
の
お
兄
ち

ゃ
ん
に
算
数
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
魚

の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
も
お
し
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
し
ょ
う
来
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち

ゃ
ん
み
た
い
に
子
ど
も
た
ち
に
色
々
お
し

え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

（
Ｋ
君
：
夏
休
み
の
作
文
よ
り
）
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神
農
祭
と
大
分
秋
の
旅

地
球
に
恩
返
し
の
森
・
薬
用
樹
木
園 

園
長 

東
本
博
之

　

生
前
契
約
20
周
年
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た
薬
用
樹
木

を
柱
と
し
た
森
づ
く
り
。
２
０
１
３
年
春
に
ス
タ
ー
ト
し

た
森
づ
く
り
も
す
で
に
10
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

　
『
神
農
本
草
経
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
生
薬
の
う
ち
、

木
本
類
55
種
を
基
本
の
構
成
種
と
し
て
森
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
神
農
本
草
経
と
は
、
医
療
と
農
耕
技
術
を
伝

え
た
と
さ
れ
る
「
神
農
さ
ん
」
の
教
え
を
基
に
伝
承
さ
れ

た
、
中
国
最
古
の
本
草
書
（
薬
物
に
関
連
す
る
本
草
学
を

ま
と
め
た
書
物
）
で
す
。
薬
用
樹
木
園
で
は
、
こ
の
本
草

学
の
祖
で
あ
る
神
農
さ
ん
を
お
祀
り
し
た
大
岩
の
前
で
、

森
の
恵
み
に
感
謝
を
す
る
神
事
を
毎
年
執
り
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
10
月
23
・
24
日
に
、
東
京
方
面

か
ら
の
参
加
者
と
現
地
関
係
者
な
ど
、
総

勢
約
50
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
『
神
農
祭
と
大
分
秋
の
旅
』
の
様
子
を

簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

初
日
の
23
日
は
、
大
分
空
港
よ
り
貸
し

切
り
バ
ス
に
て
大
分
県
北
部
の
宇
佐
市
に

あ
る
安あ

じ

む

心
院
町
へ
。
あ
じ
む
家
族
旅
行

村
・
朝
霧
の
庄
に
て
ラ
ン
チ
の
あ
と
、
葡
萄
酒
工
房
で
熟

成
中
の
ワ
イ
ン
樽
を
見
学
。
買
い
物
も
楽
し
ん
だ
あ
と
、

ぶ
ど
う
園
で
は
収
穫
期
が
終
盤
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
も

の
の
、皆
さ
ん
新
鮮
な
ぶ
ど
う
に
心
弾
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

安
心
院
町
は
、
西
日
本
有
数
の
ぶ
ど
う
の
産
地
と
し
て
知

ら
れ
、
様
々
な
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
霧
が
深
く

朝
夕
の
寒
暖
差
が
激
し
い
盆
地
特
有
の
気
候
に
よ
り
、
糖

度
の
高
い
ぶ
ど
う
が
収
穫
さ
れ
、
ま
た
、
地
元
産
の
ぶ
ど

う
を
使
っ
た
安
心
院
ワ
イ
ン
も
有
名
で
爽
や
か
な
飲
み
口

が
特
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
地
の
別
府
の
宿
に
到
着
し
、
温
泉
に
浸
か
り
ゆ
っ

く
り
身
体
を
休
め
た
あ
と
、
夕
食
と
と
も
に
恒
例
の
懇
親

会
を
行
い
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
地
域
未
来
計
画
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
ヴ
ァ
フ
ァ
ダ

リ
カ
ゼ
ム
教
授
よ
り
、
世
界
の
農
業
遺
産
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
世
界
農
業
遺
産
の
こ
と
を
初
め
て
知
る
方
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
参
加
型
で
飽
き
る
こ
と
な
く
最

後
ま
で
楽
し
い
講
義
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
一
人
ず
つ
お
話
し
さ
れ
、「
互
い
に
親
交

を
深
め
る
良
い
機
会
で
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
」
と
皆
さ

ん
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
り
す
シ
ス
テ
ム
ス
タ
ッ
フ
は
じ

め
、
会
員
様
同
士
の
つ
な
が
り
も
深
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ

た
懇
親
会
で
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ま
ず
功
徳
院
本
院
の
納
骨
堂
へ
赴
き
、
コ

ロ
ナ
禍
以
降
よ
う
や
く
東
京
よ
り
墓
参
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
神
農
祭
会
場
と
な
る
薬
用
樹
木
園
へ

足
を
運
び
、
ま
ず
始
め
に
、
公
園
の
成
り
立
ち
や
各
施
設

に
つ
い
て
私
か
ら
解
説
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

薬
用
樹
木
園
は
植
栽
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
順
調
に
薬

樹
た
ち
も
育
ち
、
神
農
さ
ん
を
お
祀
り
す
る
大
岩
周
辺
は

す
で
に
森
の
様
相
を
呈
す
る
ほ
ど
に
育
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

神
農
祭
で
は
、
神
主
さ
ん
が
唱
え
る
森

の
恵
み
に
感
謝
す
る
祝の

り
と詞
が
森
に
響
き
渡

り
、
辺
り
は
厳
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

よ
り
一
層
神
聖
な
心
持
ち
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
園
長
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

苦
労
が
あ
り
な
が
ら
も
大
き
く
育
っ
て
き

た
木
々
、
そ
し
て
こ
の
森
を
育
て
る
こ
と

地
球
に
恩
返
し
の
森
づ
く
り
事
業
部
で
は
、
２
０
０
９
年
よ
り
大
分
県
由
布
市
庄
内
町
・
地
球
に

恩
返
し
の
森
づ
く
り
を
通
し
て
、
環
境
活
動
や
里
山
保
全
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
地
球
に

恩
返
し
の
森
、
薬
用
樹
木
園
・
東
本
園
長
よ
り
、
10
月
に
森
を
訪
れ
た
様
子
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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地 球 に 恩 返 し 運 動 に つ い て地 球 に 恩 返 し 運 動 に つ い て

に
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
寄
付
者
の
皆
さ

ま
に
感
謝
し
、
こ
の
薬
樹
の
森
が
人
々
を
見
守
る

鎮
守
の
森
へ
と
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
願
い

ま
し
た
。

　

神
事
の
あ
と
は
、
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
昼
食

会
で
す
。
地
元
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、
郷
土

料
理
の
だ
ん
ご
汁
、
ジ
ビ
エ
カ
レ
ー
、
し
い
た
け

の
炭
火
焼
き
、
地
元
の
農
園
で
栽
培
さ
れ
た
採
れ

た
て
の
イ
チ
ゴ
な
ど
、
多
く
の
森
の
恵
み
を
秋
空

の
下
存
分
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
調
理
い
た
だ
い

た
地
域
の
方
々
に
感
謝
で
す
。

　

お
腹
が
満
た
さ
れ
た
あ
と
は
、
園
内
施
設
の
一

つ
「
し
あ
わ
せ
の
鐘
」
に
願
い
事
を
託

し
、
地
元
の
名
峰
由
布
岳
に
向
か
っ
て

鐘
の
音
を
響
か
せ
る
な
ど
、
皆
さ
ん
思

い
思
い
に
園
内
を
散
策
さ
れ
、
晴
天
の

一
日
を
有
意
義
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

心
配
し
て
い
た
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

景
色
、
産
物
、
食
事
そ
し
て
ゆ
る
や
か

な
交
流
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
大
分
の

秋
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
本
当
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

１
泊
２
日
、
森
の
空
気
に
も
ふ
れ
、
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
は
、
心
も

軽
く
帰
路
に
着
か
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　

春
に
は
桜
の
咲
く
丘
で
、
再
び
お
会

い
で
き
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す

私たちの生命を育んでくれている地球 !! このやさしい地球に
少しでも恩返しをして、次世代に美しい地球を残しませんか。
皆さまのご寄附で「地球に恩返しの森」に植樹ができ、
銘板にあなたのお名前が刻まれます。

●郵便局から振り込む場合
郵便局口座番号：00140-7-743432
加入者：地球に恩返し基金

●他行からゆうちょ銀行に振込む場合
店名：〇一九（ゼロイチキユウ）
種目：当座　口座番号：0743432
加入者：地球に恩返し基金

地球に恩返し地球に恩返し
基金振込先基金振込先

※匿名希望の方は、振込用紙の「通信欄」に「匿名希望」と、ペンネーム希望の
方は　「ペンネーム」を明記の上「ご依頼人欄」には必ずお名前をご記入ください。

「地球に恩返し基金」 に寄付をいただき、ありがとうございました「地球に恩返し基金」 に寄付をいただき、ありがとうございました

岩下　宣子さん　（千葉県船橋市）
岩坪　延枝さん　（東京都中野区）
内田　タエ子さん（埼玉県川口市）
岡田　幸子さん　（埼玉県和光市）

金谷　節子さん　（埼玉県新座市）
佐山　馨子さん　（東京都国立市）
富山　京子さん　（埼玉県草加市）

畑中　百枝さん　（千葉県白井市）
馬場　和子さん　（東京都大田区）　
匿　名　２名　50音順

※ 2024 年 11 月１日～ 12 月 31 日の期間、　11 名の方から寄付をいただきました
※畑中　百枝さんと匿名 1 名が１０００ポイント達成されました

地球に恩返し運動本部地球に恩返し運動本部
連絡先：TEL.03-5215-2383

NPO りすシステム
地球に恩返しの森づくり事業部
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活

動

記

活

動

記

支

部

支

部

・

パ

ー

ト

ナ

ー

・

パ

ー

ト

ナ

ー

東
日
本
支
部

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
談
話
室
で

す
が
、
各
支
部
で
も
２
０
２
３
年
7
月
よ

り
再
開
し
て
い
ま
す
。東
日
本
支
部
で
は
、

毎
月
15
日
（
9
時
～
12
時
）
と
28
日
（
13

～
15
時
）
の
月
2
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

定
員
は
10
名
で
、
少
な
い
と
き
は
３
～
４

名
、
多
い
と
き
は
定
員
い
っ
ぱ
い
の
10
名

が
参
加
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
好
み
の
お

菓
子
な
ど
を
持
参
し
て
お
し
ゃ
べ
り
さ
れ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
談
話
室
の
再
開
を
待
ち
遠
し
く

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
月
2
回
と
も
2
時

間
で
は
話
し
足
り
ず
、
1
階
の
フ
ロ
ア
で

お
話
を
続
け
ら
れ
て
い
る
光
景
を
目
に
し

ま
す
。

　

今
号
で
は
、
再
開
後
の
東
日
本
支
部
の

談
話
室
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

▼
施
設
探
し
の
こ
と
：
施
設
の
種
類（
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
付
き
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）
自
分

に
合
う
施
設
の
探
し
方
は
、
で
き
れ
ば
元

気
な
う
ち
に
パ
ン
フ
を
取
り
寄
せ
た
り
、

施
設
見
学
や
体
験
入
居
を
し
、
ト
イ
レ
の

掃
除
が
行
き
届
い
て
い
る
か
、
食
事
後
入

居
者
の
顔
が
満
足
気
か
、
入
居
者
同
士
の

挨
拶
が
よ
く
で
き
て
い
る
か
、
ホ
ー
ム
の

雰
囲
気
が
自
分
に
合
っ
て
い
る
か
、
病
院

が
近
く
に
あ
る
か
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

ま
し
ょ
う
。
▼
施
設
入
居
と
自
宅
生
活
：

自
分
の
人
生
観
や
死
生
観
に
基
づ
き
、
在

宅
か
施
設
か
を
決
め
る
こ
と
が
大
事
。
在

宅
を
決
め
た
ら
地
域
の
介
護
体
制
、
民
生

委
員
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
市
や

区
の
広
報
資
料
で
調
査
し
、
安
否
確
認
で

き
る
体
制
（
非
常
時
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

る
と
こ
ろ
）
を
整
え
る
。
▼
り
す
シ
ス
テ

ム
は
ど
こ
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
く
れ
る
の
か
：
お
誕
生
月
に
お
誕

生
日
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
て
い
て
、
そ
の

裏
に
主
な
サ
ー
ビ
ス
を
書
い
て
い
ま
す
の

で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
何
か
あ
れ

ば
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
▼
介
護
申
請
の
こ
と
：
一

人
暮
ら
し
の
方
は
近
く
の
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
一
人
暮
ら
し
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
く
。
介
護
申
請
し
た
ほ
う
が
良

い
と
思
う
と
き
は
、
地
域
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
出
向
い
て
相
談
す
る
。

▼
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
の
相
性
な
ど
：
相
性

が
合
わ
な
け
れ
ば
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
申

し
出
て
交
代
し
て
頂
く
。
最
近
は
外
国
人

の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
増
え
て
き
た
。
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
の
高
齢
化
も
目
立
っ
て
き
た
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
数
が
減
少
し
て
い
る
よ

う
で
、
将
来
が
不
安
。
▼
り
す
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
：
①
パ
ー
ト
ナ
ー
さ
ん
の
現
状
を

教
え
て
欲
し
い
。・
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー
さ

ん
は
１
０
５
名
（
２
０
２
４
年
12
月
月
現

在
）、
②
り
す
シ
ス
テ
ム
は
今
後
も
大
丈

夫
で
し
ょ
う
か
？　
・
大
丈
夫
な
よ
う
に
、

５
年
前
に
組
織
変
更
を
行
い
、
お
約
束
が

果
た
せ
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
▼

そ
の
他
：
補
聴
器
が
自
分
に
合
わ
な
い
の

で
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？　

自
分
に
合
う

よ
う
に
す
る
に
は
、
耳
鼻
科
で
診
察
し
自

分
に
合
い
そ
う
な
機
器
を
紹
介
し
て
も
ら

う
。
▼
入
居
ホ
ー
ム
へ
の
苦
情
：
食
事
の

質
が
落
ち
た
。
職
員
の
減
少
で
サ
ー
ビ
ス

の
質
が
落
ち
て
き
て
い
る
。
▼
お
墓
に
関

す
る
こ
と
：
お
墓
専
門
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が

い
る
の
で
、
墓
じ
ま
い
な
ど
の
相
談
が
で

き
ま
す
。

　

主
な
話
題
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
し

た
。
談
話
室
は
、
各
支
部
で
毎
月
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
参
加
し
て
お
仲
間
と
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

大
分
支
部

▼
Ｋ
さ
ん
（
91
歳
・
女
性
）

　

大
分
支
部
は
、
２
０
０
5
年
４
月
に
大

分
商
工
会
議
所
ビ
ル
に
開
設
し
て
、
今
年

（
２
０
２
５
年
）
で
21
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
（
２
０
２
４
年
）
大
分
商
工
会
議

所
ビ
ル
は
老
朽
化
、
耐
震
問
題
な
ど
諸
事

情
に
よ
り
解
体
が
決
ま
り
、
立
ち
退
く
こ

と
に
な
り
、
６
月
に
九
州
電
力
ビ
ル
に
移

転
し
ま
し
た
。
大
分
駅
前
と
い
う
立
地
条

件
も
良
く
、
狭
い
な
が
ら
も
明
る
い
事
務

所
で
す
。
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

引
越
し
も
あ
り
、
忙
し
い
一
年
で
し
た

が
、
そ
の
中
で
嬉
し
い
出
来
事
（
り
す
倶

楽
部
第
３
１
６
号
・
３
１
９
号
で
谷
田
貝

先
生
、
谷
本
先
生
が
Ｍ
施
設
を
訪
問
さ
れ

Ｋ
さ
ん
と
嬉
し
い
再
会
）
が
あ
り
、
そ
こ

で
紹
介
し
た
Ｋ
さ
ん
（
91
歳
・
女
性
）
の

そ
の
後
で
す
。

　

Ｋ
さ
ん
が
入
居
し
て
い
る
Ｍ
施
設
の
施

設
長
さ
ん
か
ら
「
今
、
元
気
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
が
、
認
知
症
の
進
行
に

よ
り
、
食
事
の
意
欲
が
低
下
、
量
も
半
減

し
心
配
し
て
い
る
。
今
後
の
対
応
や
見
取

り
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
い
」
と
連
絡
が

あ
り
訪
問
し
ま
し
た
。

　

食
事
に
つ
い
て
は
「
無
理
に
食
べ
さ
せ

よ
う
と
し
な
い
で
自
然
の
ま
ま
で
見
守
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る
」
と
し
、
看
取
り
に
つ
い
て
は
「
施
設

で
亡
く
な
っ
た
場
合
は
で
き
る
こ
と
は
協

力
す
る
の
で
死
後
の
こ
と
は
り
す
シ
ス
テ

ム
で
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
合
い
ま

し
た
。
Ｋ
さ
ん
が
企
画
書
に
書
か
れ
て
い

る
、
柩
に
入
れ
る
も
の
『
亡
夫
の
黒
紋
付

と
Ｋ
さ
ん
の
結
城
紬
と
ピ
ン
ク
色
の
紋

付
』
の
確
認
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
お
願
い

し
、
部
屋
を
探
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が

見
当
た
ら
な
い
と
い
う
返
事
で
し
た
。
自

立
の
部
屋
か
ら
介
護
用
の
部
屋
に
移
動
し

た
と
き
、
不
要
な
荷
物
を
ト
ラ
ン
ク
ル
ー

ム
に
移
し
た
と
聞
き
、
確
認
の
た
め
再
訪

問
し
ま
し
た
。

　

自
立
部
屋
の
と
き
は
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

を
1
室
借
り
て
ま
し
た
が
、
介
護
部
屋
に

移
動
し
た
際
に
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
を
2

室
に
増
や
し
、
不
要
な
荷
物
を
詰
め
込
ん

だ
そ
う
で
す
。
2
室
と
も
、
ぎ
っ
し
り
荷

物
が
詰
ま
っ
て
い
て
ど
う
し
よ
う
も
な

く
、
中
の
不
用
品
の
処
分
、
片
付
け
を
し

な
が
ら
探
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
車
い

す
の
生
活
に
な
り
、
衣
類
な
ど
使
え
る
も

の
が
限
ら
れ
て
き
て
、不
用
品
が
増
え
た
」

と
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
話
で
し
た
。
施
設
長

と
、
Ｋ
さ
ん
に
相
談
し
、
着
物
を
見
つ
け

る
た
め
に
不
用
品
の
処
分
、
片
付
け
に
取

り
掛
か
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
と

き
に
Ｋ
さ
ん
の
好
き
な
黄
色
、
ブ
ル
ー
、

ピ
ン
ク
の
洋
服
も
一
緒
に
探
す
こ
と
を
約

束
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
さ
ん
の
話
で
は
「
Ｋ
さ
ん
は
最

近
食
事
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
体
重
も

少
し
だ
が
増
え
た
。
好
き
嫌
い
が
あ
り
嫌

い
な
も
の
は
食
べ
な
い
が
、
今
日
の
お
昼

は
完
食
し
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
食
事

の
こ
と
で
心
配
し
て
ま
し
た
が
、
看
護
師

さ
ん
か
ら
、
う
れ
し
い
話
を
聞
け
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
食
べ
た
か
っ
た
り
、

食
べ
た
く
な
か
っ
た
り
…
…
自
然
の
ま
ま

で
い
い
の
で
す
ね
。

　

施
設
の
優
し
い
皆
様
に
見
守
ら
れ
て
い

る
Ｋ
さ
ん
、
今
年
も
お
元
気
で
暮
ら
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｋ
さ
ん
は
、
納
骨
後
に
は
、
Ｓ
ホ
テ
ル

に
て
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
ワ
ル
ツ
の
曲
が
流
れ

る
中
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
と
『
お
別

れ
会
』
を
希
望
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

九
州
支
部

▼
Ｏ
さ
ん
（
85
歳
・
女
性
）
は
、
15
年
ほ

ど
前
に
契
約
を
完
了
し
ま
し
た
。
長
く
Ｕ

Ｒ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な

事
情
か
ら
住
み
替
え
の
相
談
が
あ
り
、
そ

の
都
度
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

可
能
な
こ
と
は
自
身
で
さ
れ
、
保
証
に

関
す
る
こ
と
は
り
す
シ
ス
テ
ム
が
受
託
、

現
在
は
、
施
設
に
入
所
中
で
す
。

　

入
院
・
手
術
が
必
要
に
な
っ
た
と
連
絡

が
あ
り
、
日
程
・
費
用
な
ど
施
設
と
打
ち

合
わ
せ
し
ま
し
た
。「
残
金
は
限
り
な
く

ゼ
ロ
で
こ
の
世
を
去
り
た
い
」
と
い
う
持

論
の
Ｏ
さ
ん
で
し
た
が
、
担
保
保
証
金
や

生
前
事
務
預
託
金
は
、
何
ら
か
の
理
由
で

口
座
引
き
落
と
し
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
備
え
た
も
の
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
後
協
議
の
結
果
、
通
帳
は
施
設

預
か
り
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

り
す
シ
ス
テ
ム
の
新
規
契
約
の
方
は
、

年
会
費
と
生
前
事
務
費
用
は
口
座
引
き
落

し
に
、
以
前
か
ら
の
契
約
者
は
徐
々
に
変

更
手
続
き
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▼
Ｅ
さ
ん
（
88
歳
・
男
性
）
Ｓ
さ
ん
（
85

歳
・
女
性
）
夫
妻
は
、
契
約
さ
れ
て
概
ね

12
年
。　

　

契
約
5
年
後
に
、
個
人
財
産
の
夫
婦
相

互
相
続
遺
言
公
正
証
書
を
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
２
０
２
４
年
、
書
き
換
え
の

相
談
で
来
所
さ
れ
ま
し
た
。
予
備
的
遺
言

の
遺
贈
先
3
件
の
う
ち
、
1
件
を
変
更
し

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
遺
贈
か
ら
、
遺

贈
も
し
く
は
相
続
と
な
る
親
族
へ
の
変
更

で
す
。　

　

こ
の
場
合
、
Ｅ
さ
ん
と
の
関
係
が
わ
か

る
原
戸
籍
（
改
製
原
戸
籍
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。最
近
は
、本
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
持
参
で
手
続
き
を
す
れ
ば
、
区
役

所
窓
口
で
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

親
族
関
係
図
を
含
む
書
類
一
式
を
公
証

役
場
へ
持
参
し
、
作
成
依
頼
相
談
の
代
行

を
し
ま
し
た
。間
も
な
く
公
証
役
場
か
ら
、

作
成
済
み
遺
言
書
を
撤
回
し
、
新
た
な
案

文
が
送
ら
れ
て
来
る
予
定
で
す
。

　

り
す
シ
ス
テ
ム
で
確
認
後
、
夫
妻
へ
送

付
し
、
ご
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
年
明
け

早
々
に
は
作
成
完
了
で
す
。
正
本
は
遺
言

執
行
者
の
り
す
シ
ス
テ
ム
が
、
謄
本
は
ご

夫
妻
が
お
持
ち
帰
り
と
な
り
ま
す
。

▼
２
０
２
４
年
10
月
号
第
３
２
４
号
掲
載

の
Ａ
さ
ん（
88
歳
・
男
性
）の
そ
の
後
で
す
。

　

予
定
通
り
11
月
に
は
、
す
が
も
平
和
霊

苑
に
お
骨
を
お
連
れ
し
ま
し
た
。
納
骨
式

に
は
本
部
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
が
参

列
、
飛
天
塚
で
奥
様
と
積
る
お
話
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
1
月
の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
撒
骨
に
も
間
に
合
い
ま
す
。

　
「
最
近
Ａ
さ
ん
と
連
絡
が
取
れ
な
い
、

以
前
か
ら
り
す
さ
ん
と
の
契
約
の
こ
と
は

聞
い
て
い
る
の
で
教
え
て
ほ
し
い
」
と
一

方
的
に
受
電
。
お
名
前
を
頂
戴
し
、
死
亡

日
時
・
納
骨
場
所
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
お
話
が
で
き
た
と

き
、
企
画
書
内
容
を
確
認
し
て
い
た
ら
、

そ
の
中
に
連
絡
先
の
お
名
前
が
あ
り
ま
し
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「昭和」が分水嶺だった

　裁判所に提出するために右翼の大物といわれた児
玉誉士夫名義の領収証を揃えていたときのことだっ
た。

　全部で 49 枚あり、金額の総額は 17 億余円。す
べてチェックライターで打刻されており、日付及び
「児玉誉士夫」名はゴム印で押され、児玉の名下に
は「児玉」の丸印が押されている。児玉の自宅、事
務所の全捜索物にも該当の印章はなく、丸印もな
かった。これと同じ印章を使った文書の類いもな
かった。
　49 枚の領収証も同じ印章、丸印で構成されてい
るものとばかり思っていた。念のため 1枚目から
追っていくと、最後の48枚目と49枚目を見たとき、
冷たい汗が背筋に流れた。

　この 2枚だけ「昭和 50 年 7月 29 日」と手書き
の文字があるではないか。正確には、年・月・日は
不動文字なので、手書きの文字はそれ以外となる。
　この手書きの文字が児玉自身か児玉の部下による
ものだとしたら、他の 47枚と同様に児玉が作成

したものとみなされるが、ロッキード社側の者
の手によるものと認定されれば、児玉が当初から主
張していたように、自分には身に覚えがなく、ロッ
キード社の策謀によるものだという主張に軍配をあ
げざるを得ないことになり、他の証拠も輝きを失っ
て、ロッキード事件全体の破局を迎えることになる。

　事務官の中で「この文字はどこかで見たことがあ
る」という者がいて、手分けして段ボールをひっく
り返して調べた結果、児玉の部下「Ｔ

ティ

」による文書
がみつかった。この文書をＡ、領収書の手書き部分
をＢとして外部の文書鑑定に回したところ、字画が
少ない数字は断定できないが「昭和」の文字はＡ・
Ｂとも同一人物の手によるものと認められ、他の証
拠とあいまってロッキード事件全体が有罪に向かっ
て前進した。

　「昭和」がこの事件を決定する分水嶺となった。

捜査官捜査官 ののつ ぶ や き … …つ ぶ や き … …元元

元検事・公証人・弁護士。東京地検特捜部の時代、ロッ
キード事件の捜査・公判に関与し、現在団体役員など。

（りすシステム監事　清水勇男）

た
。

　

電
話
の
向
こ
う
で
泣
き
崩
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
が
わ
か
り
、
し
ば
ら
く
沈
黙
が

続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
気
を
取
り
直
し

て
「
教
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
終
話
。

　

企
画
書
に
則
り
、
履
行
し
て
い
る
死
後

事
務
は
、
終
了
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー

の
う
こ
つ
の
窓
口　

山
下　

智
弘

　

こ
の
度
り
す
シ
ス
テ
ム
は
、
み
ど
り
生

命
か
ら
保
険
金
受
取
人
に
関
す
る
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
り
す
シ
ス
テ
ム
と
死

後
事
務
委
任
契
約
を
結
ば
れ
た
契
約
者
が

み
ど
り
生
命
の
無
選
択
型
終
身
保
険
に
加

入
さ
れ
る
場
合
、
り
す
シ
ス
テ
ム
を
死
亡

保
険
金
受
取
人
と
す
る
生
命
保
険
契
約
の

締
結
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
預
託
金
の
準

備
が
で
き
ず
に
死
後
事
務
委
任
契
約
を
あ

き
ら
め
て
い
た
方
や
、
死
後
事
務
委
任
契

約
の
内
容
を
見
直
し
た
い
が
追
加
の
預
託

金
が
準
備
で
き
ず
に
見
直
し
を
あ
き
ら
め

て
い
た
契
約
者
で
も
、
比
較
的
低
廉
な
保

険
料
の
支
払
い
で
、
死
後
事
務
委
任
契
約

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
み
ど
り
生
命
の
無
選
択
型
終

身
保
険
は
、
健
康
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

加
入
意
思
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
申
し
込

み
が
可
能
で
、
保
障
期
間
も
一
生
涯
と
高

齢
の
方
で
も
安
心
し
て
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。（
85
歳
ま
で
加
入
可
能
）

　

例
え
ば
、
70
歳
・
男
性
が
保
険
金
額

１
０
０
万
円
、
保
険
料
支
払
い
期
間

１
０
０
歳
の
契
約
に
ご
加
入
の
場
合
、

月
々
の
保
険
料
負
担
は
６
７
４
５
円
で
済

み
ま
す
。
万
一
の
場
合
は
、
り
す
シ
ス
テ

ム
に
支
払
わ
れ
る
１
０
０
万
円
を
原
資

に
、死
後
事
務
委
任
契
約
を
履
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
加
入
後
３
年
以
内
に
ご
病
気
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
は
、
既
払
い

込
み
保
険
料
相
当
額
の
死
亡
給
付
金
の
お

支
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
場
合
は

遺
産
の
処
分
な
ど
で
履
行
費
用
を
賄
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
加
入
後
３
年
以
内
で

も
災
害
死
の
場
合
は
１
０
０
万
円
を
お
支

払
い
）

　

み
ど
り
生
命
の
生
命
保
険
の
募
集
は

「
の
う
こ
つ
の
窓
口
」
を
運
営
す
る
株
式

会
社
『
縁
』
の
募
集
担
当
者
が
対
応
し
ま

す
。
興
味
を
お
持
ち
の
契
約
者
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
「
の
う
こ
つ
の
窓
口
」
ま
た

は
、
り
す
シ
ス
テ
ム
本
部
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
株
式
会
社 『
縁
』】　

登
録
番
号
▼
Ｍ
２
―
２
１
６
２
４
２
１

連
絡
先
▼
電
話
０
４
８
―
９
７
３
―
０
３
７
０
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◎参加費は無料です。定員数がありますのでご予約ください。
◎定員になり次第、締め切りさせていただきます● 談 話 室 の ご 案 内 ●

０１２０-８８９- ４４３０１２０-８８９- ４４３談話室・新年会のお問い合わせ
お申込み先はこちら

北海道支部北海道支部

２月６日（木）11時～ 15時
３月６日（木）11時～ 15時
４月６日（日）11時～ 15時

会場：北海道支部事務所
東日本支部東日本支部

１月２８日（火）10時～ 12時
２月１５日（土）13時～ 15時
２月２８日（金）10時～ 12時
３月１５日（土）13時～ 15時
３月２８日（金）10時～ 12時

定員：10名 会場：北の丸グラスゲート
お茶、お菓子等を自由にご持参ください

中部日本支部中部日本支部

２月１０日（月）13時～ 15時
３月１０日（月）13時～ 15時
４月１０日（木）13時～ 15時

会場：中部日本支部事務所
中 国 支 部中 国 支 部

２月１日（土）12時 30分～ 14時 30分
３月１日（土）12時 30分～ 14時 30分
４月５日（土）12時 30分～ 14時 30分

会場：参加申し込みの方にお知らせします
九 州 支 部九 州 支 部

２月２８日（金）13時～ 15時
３月２９日（土）13時～ 15時

会場：九州支部事務所
お茶、お菓子等を自由にご持参ください

北日本支部北日本支部

１月３０日（木）11時～ 15時
２月２８日（金）11時～ 15時
３月３０日（日）11時～ 15時

会場：北日本支部事務所
東東京ブランチ東東京ブランチ

２月１日（土）13時～ 15時
３月１日（土）13時～ 15時
４月１日（火）13時～ 15時

定員：4名 会場：葛西事務所
お茶、お菓子等を自由にご持参ください

西東京ブランチ西東京ブランチ

１月２０日（月）13時～ 15時
２月２０日（木）13時～ 15時

※ 3月より 21日に変更です
３月２１日（金）13時～ 15時　

定員：５名 会場：西東京ブランチ
お茶、お菓子等を自由にご持参ください

西日本支部西日本支部

１月２３日（木）13時～ 15時
２月２１日（金）13時～ 15時
３月２４日（月）13時～ 15時

定員：５名 会場：西日本支部事務所
お茶、お菓子等を自由にご持参ください

大 分 支 部大 分 支 部

２月２５日（火）13時～ 15時
３月２５日（火）13時～ 15時

会場：大分支部事務所
お茶、お菓子等を自由にご持参ください

東日本支部東日本支部

新年会 １月２９日（水）
１２時～１４時（開場：１１時３０分）

会　費 ４，０００円
定　員 ５０名　▶締め切りは１月２２日（水）
会　場 萬珍樓（まんちんろう）本店

横浜市中区山下町１５３番地

年会のご案内新新 ◎定員になり次第、
　締め切りさせていただきます

JR京浜東北根岸線　石川町駅北口　徒歩 5分
JR京浜東北根岸線　関内駅南口　徒歩 7分
みなとみらい線　元町中華街駅　2番出口より徒歩 5分
みなとみらい線　日本大通り駅　3番出口より徒歩 5分

▶お申込みの方に改めてご案内をお送りします

お待ちしています♪
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NPO りすシステム

編 集 後 記

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

何
事
も
な
く
新
年

が
迎
え
ら
れ
、
お
め

で
と
う
の
ご
挨
拶
が

で
き
る
の
は
、
と
っ

て
も
幸
せ
な
こ
と
で

す
ね
。「
風
邪
を
ひ

か
な
い
こ
と
、
転
ば

な
い
こ
と
」
お
気
を

つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
イ

ベ
ン
ト
も
少
し
ず
つ
再
開
し
て
今

月
は
新
年
会
、３
月　

お
花
見
会
、

４
月
大
分
本
院
で
の
慰
霊
祭
、
５

月
椎
茸
こ
ま
打
ち
作
業
な
ど
ご
案

内
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
芳
賀
み
ゆ
き
）

年
末
に
『
ホ
ー
ル
ド
オ
ー

バ
ー
ズ
』
と
い
う
映
画
を
観
ま
し

た
。
心
温
ま
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ

マ
で
、
ち
ょ
っ
と
皮
肉
っ
ぽ
い
け

れ
ど
も
愛
す
べ
き
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

た
ち
が
織
り
な
す
物
語
。
舞
台
は

ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
中
の
寄
宿
学
校

で
、
そ
こ
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ

た
教
師
と
生
徒
の
交
流
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
心
に
し
み
る
ス
ト
ー

リ
ー
と
繊
細
な
演
技
が
魅
力
な
映

画
で
し
た
。
こ
う
し
た
良
質
な
映

画
を
自
宅
で
手
軽
に
楽
し
め
る

の
は
、
本
当
に
い
い
時
代
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。「
こ

れ
良
か
っ
た
よ
」
と
友
人
に
気

軽
に
勧
め
や
す
い
の
も
サ
ブ
ス

ク
配
信
の
魅
力
で
す
。　
　
　
　

　
　
（
芳
賀
ま
お
）

１
０
０
年
前
の
１
９
２
５

（
大
正
14
）
年
に
日
本
の
ラ
ジ
オ

放
送
が
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
に
『
病
院
ラ

ジ
オ
』
と
い
う
番
組
が
あ
り
ま

す
。
芸
人
コ
ン
ビ
が
全
国
の
病
院

に
出
張
ラ
ジ
オ
局
を
開
設
、
患
者

さ
ん
や
家
族
ら
の
心
に
秘
め
て

い
る
気
持
ち
を
、
リ
ク
エ
ス
ト
曲

と
と
も
に
放
送
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
画
面
に
は
お
気
持
ち
を

話
す
ご
本
人
た
ち
が
映
し
出
さ

れ
る
の
で
す
が
「
ラ
ジ
オ
」
と
い

う
匿
名
性
が
高
く
、
一
過
性
な
媒

体
で
あ
る
と
い
う
設
定
が
、
テ
レ

ビ
の
対
談
番
組
を
見
て
い
る
の

と
は
違
う
空
気
感
を
醸
し
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
な
の
に
テ
レ
ビ
と

は
違
う
、
ラ
ジ
オ
の
向
こ
う
側

に
「
そ
っ
と
語
り
届
け
た
い
気
持

ち
」
だ
け
が
声
に
の
っ
て
心
に
沁

み
ま
す
。「
大
切
な
も
の
は
目
に

見
え
な
い
」
そ
の
言
葉
を
ふ
と
思

い
出
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　
　
　
（
東
本
優
子
）

【日　付】　２０２５年３月１８日（火）
【時　間】　午後１２時～１４時
【開　場】　午前１１時３０分
【会　場】　ホテル椿山荘　

　　　　　東京都文京区関口 2-10-8
　　　　　バンケット棟１階　胡蝶

【参加費】　４，０００円
【定　員】　７０名
【締　切】　３月１１日 ( 火 ) までにお申込み

ください　
▶定員になり次第、締切りいたします
▶お申込みの方に詳細をお送りします

コロナ禍から久しぶりに再開です
東京・椿山荘でのお花見の会のお知らせです
お久しぶりのお花見　椿山荘東京のホテルランチを堪能
出し物はバイオリンと尺八のコラボコンサート
椿山荘でのお食事を楽しみながら、春の訪れを喜び合いませんか？　

♪りすシステムの利用者さんだった音楽家さんが大
切にしてきたグランドピアノやヴァイオリンなど
音楽に関係する沢山の大切な物、そして住んでい
た自宅を将来の音楽家の卵の学生の役に立てて欲
しいという強い想いを遺言という形で遺されました。♪りす
システムがその想いを実現しようと奔走していたところ、静
岡でりすパートナーになった高木康治さんが音楽大学の講
師もされている、宮崎県出身の音楽人・山内達哉さんを紹介
してくださいました。♪山内さんが大切な想いを受け止め
てくださったご縁で、このコンサートが実現しました。

是非楽しみにお越しください。

お花見の会お花見の会
御神木バイオリンと尺八の音色と共に♪御神木バイオリンと尺八の音色と共に♪20252025 年年

３３月月 1818 日（火）12 時～ 14 時日（火）12 時～ 14 時
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